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序

この報告書は、県立岡山病院第1II期整備事業に伴い、平成18年度に実施した岡山

市鹿田遺跡の発掘調査成果をまとめたものです。

鹿田遺跡の位闘は岡山市街地の南部にあたりますが、かつては旭川河口と児島湾

に近い河川• 海上交通に好適な環境にありました。本遺跡の位闘する鹿田地区周辺

には、岡山県の平安時代の歴史を物語る貴重な文献が残されていることで著名な、

摂関家の殿下渡領四ヶ荘の一つである鹿田荘が存在したことが知られていますが、

本遺跡はまさにその所在地の有力候補の一つに挙げられています。

岡山県立病院内の鹿田遺跡については、第 I 期•第 II 期整備事業に伴って、平成

13年度以降 3次にわたった調査で、平安時代～鎌倉時代にかけて、集落が営まれた

ことが判明しています。

今回の調査でも、平安時代～鎌倉時代の遺構・遺物が確認されました。その中で

注目される成果の一つに、調査区の北端において検出された東西方向に掘削された

複数の溝が挙げられます。これらの溝は、ほば同じ位置に繰り返し掘り向されてい

ることから、東西方向を強く意識していることを感じさせるとともに、検出された

位闘が現在の用地境付近であることや、現地表に残る地割りの方向とよく一致する

ことから、この溝が土地を区画する役割を果たしていたことが推察され、土地区画

の起源が鎌倉時代まで遡る可能性を示しています。

また、出土遺物には、緑釉陶器など、当時の貴重な遺物も含まれており、本遺跡

と鹿田荘の経営に携わった人々との関連性が注目されます。

これらの発掘成果を収載したこの報告書が、地域の歴史・文化を解明する枯礎資

料として活かされるとともに、遺跡の保設・保存のため有効に活用されることを廊っ

ています。

最後になりましたが、発掘調査の実施や報告書の作成にあたっては、岡山県保健

福祉部、県立岡山病院、地元住民の方々をはじめとして、関係各位から多大な御支

援と御協力をいただきました。記して厚く御礼由し上げます。

平成19月 3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長松本和男





例 言

ー 本書は、県立岡山病院第II1期整備事業に伴い、岡山県教育委員会が岡山県保健福祉部の依頻を受

け、岡山県古代吉備文化財センターが発掘調査を実施した、岡山市鹿田本町3-16に所在する鹿田遺

跡の発掘調査報告書てある。
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発掘調査は、平成18年度 (4~6 月）に平井泰男• 山磨康平• 河合 忍が担当して実施した。調
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査面積は1,060m'である。

調査記録および出土遺物の整理は、平成18年度 (7~10月）に河合か担当し、岡山県古代吉備文

化財センターにて実施した。

本書の執筆は平井• 河合か担当し、全体の編集は河合か行った。

本書に用いた高度は海抜高である。

本書に用いた方位は真北を示し、平面直角座標第V系の座標北である。抄録に記載した経緯度は

日本測地系に準拠している。

本報告書掲載の遺構およぴ遺物実測図の縮尺は、一部の例外を除いて以下のように統一し、各図

にも明記している。

遺 構

井戸• 土壊• 溝断面： 1/30 

逍 物

土器： 1/4 土製品・石製品・金属製品： 1/3 木製品： 1/4・1/10 
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本報告書に掲載した遺物番号は、土器、土製品、石製品、金属製品、木製品に分けて通し番号を

付け、士器以外については下記の略号を番号の前に付けている。

土製品： c 石製品： S 金属製品： M 木製品： W

，
 

土器実測図で表現する中軸線左右の白抜きは、

の復元に不確実性のあることを示す。

D縁部または底部の残存率か1/6以下のため、径

10 本報告書における土層の色調については、『新版標準士色帳』（農林水産省農林技術会議事務局

監修、財団法人日本色彩研究所監修）によっている。
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第 2 図は国土地理院発行1/25,000地形図「岡山北部」・「岡山南部」を複製• 加筆して使用した。

遺物写真については、江尻泰幸が担当した。

出土動物遺休について、富岡直人氏（岡山理科大学）から有益な教示を受けた。記して厚くお礼

を申し上げる。

下記の諸機関に鑑定• 分析等を委託した。

種実同定・放射性炭素年代測定

木製品の樹種鑑定・赤外線写真撮影

古環境研究所株式会社

元興寺文化財研究所

15 本書に関連する出士遺物および図面・写真等は、岡山県古代吉備文化財センタ―

1325-3) において保管している。

（岡山市西花尻
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第 1章歴史的・地理的環境

岡山市街地の中心部に位置する鹿田遺跡は、中国山地に源を発する県下三大河川の旭）,, が形成した

岡山平野の沖積地上に位僅しており、現在の標高は2.0~2.5m前後てある。

旭川の右岸にある鹿田遣跡周辺は、現在てはほぼ平坦な地形てあるが、かつては岡山市街地の北東

から向西に向けて何条もの河川か網目状に分流し、その間に大小さまざまな規模の微高地か点在する

複雑な地形であった。これまでの調査で、遺跡の北西部には河道か南西に向けて流れていたことか明

らかとなっており、鹿田遺跡の［要部分は微高地上に立地する。現在は海岸線から遠く隔たっている

か、中世以前には逍跡のすぐ南まで「吉備の穴海」と呼ばれた浅海か迫っていたと考えられている。

この沖積平野を取り囲むように、龍ノロ山や半田山、操山、京山といった標高80~260m の山々が

連なっているか、このうちの操山山塊では後期旧石器時代になってから、人々の営みか始まる。

縄文時代のはしめには、朝寝鼻貝塚や田益田中遺跡など岡山平野北辺の山麓や谷部に生活の場が求

められたようであるが、後期に人ると安定した沖積平野への進出がはしまり、晩期にかけて津島岡大

遺跡などの集落が形成される。津島岡大遺跡から直線距離で約 3km南に位置する鹿田遺跡ても、磨滅

をあまり受けていない縄文時代中期・晩期の土器片か出土したことから、遣跡の近辺に同時期の遺跡

が存在することが推定され、縄文海進以降の沖積化の進行は急速であったことを物語っている。

縄文時代晩期末に半田山の麓ではじまった水田農耕は、弥生時代前期には津島遺跡周辺にまて広か

り、中期に面方逍跡群のような大規模な集落を形成する悲盤となった。鹿田逍跡の位置する当時の旭

川河口付近でも、沖積化の進行に伴って中期前半には北東約 1kmの天瀬逍跡に集落形成の端緒か見ら

れ、中期後半～後期にかけては、鹿田逍跡・ニ日市遺跡などに広かりを見せる。鹿田逍跡では、これ

までの調査で、竪穴住居• 井戸• 土堀などの遺構か多く検出され、土器を中心に多量の逍物か出士し

ており、かなり安定した生活の拠点か形成されていたことを窺わせる。遺物の巾には、土錘• 石錘．

製塩土器などの漁労や製塩に関わる遣物か多く出士していることから、海浜近くの立地を活かした生

産活動が一定の比重を占めていたと考えられる。

弥生時代後期末以降古墳時代にかけて、半田山丘陵上

には、都月坂墳墓群、七つ坑墳墓群などの弥生墳丘墓や

前方後円（方）墳か展開し、鹿田遣跡の東側、操山の西

端にあたる丘陵上には、操山109号墳、網浜茶臼山古墳

などの前方後円墳や円墳などが群在している。前者は津

島逍跡を中心とする旭川西岸の集団に、後者は鹿田逍跡

のある旭川河口付近の集団に対応する首長臨と考えられ

ている。津島遺跡や上伊福逍跡など平野部の中心に営ま

れた集落では、弥牛時代から順調に発展を遂げ、中期に

は鉄器生産を行うものも現れてくる。一方、鹿田遺跡は

前期末に至って衰退するか、その背景として首長墓系譜

の断絶に示されるような集団関係の再編が推定されてい

-1-

第 1図遺跡位置図 (1/2,000,000) 



第 1章歴史的・地理的環境

1鹿田遺跡（県立岡山病院） 2鹿田遺跡（岡大医学部） 3大供本町遺跡 4二日市遺跡 5新道遺跡

6天瀬遺跡 7上伊福遺跡 8南方遺跡 9注島遺跡 10沖島岡大遺跡 11朝哀鼻貝塚 12田益田中遺跡

13網浜茶臼山古墳 14操山109号墳 1.5串倉古墳 16七つ坑 1号墳 17都月坂 1号墳 18神宮寺山古墳

19網浜廃寺 20津閲駅家推定地 21荒神（富原北）廃寺 22富山城 23岡山城

第 2図 周辺の主要遺跡分布図 (1/35,000)
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る。後期には再び集落か形成されるものの、その規模は必ずしも大きくない。

飛鳥•奈良時代になると、旭川の両岸の平野に賞田廃寺• 幡多廃寺・網浜廃寺・危神（富原北）廃

寺などの古代寺院が集中し、備前国府も想定されることから、この地が備前国の中枢地であったこと

は確実である。平野部には条里制が施行され、津島遺跡や津島岡大遺跡では条里に関係すると考えら

れる溝が検出されている。

奈良時代末に藤原北家の荘園として開かれた鹿田荘は、以後摂関家の所領として代々伝えられ、多

くの文献資料が残されている。中ても、寛和 2年 (986) の備前国司藤原理兼による鹿田荘濫訪を伝

える記事は、拷掠・損亡された300戸余りの荘司• 寄人等の居宅や地子米300石を入れた荘倉の存在を

伝えており、かなりの規模の集落か形成されていたことを推定させる。鹿田荘の景観を匝接描いた荘

園絵図は残っていないか、旭）11を挟んで対岸にある新開地を描いた「備前国上道郡荒野荘領地図」

（延元元年 (1336)) に、「鹿田河」と記す旭川沿いに鹿田荘の市の家並みか描かれている。この絵図

からは、荘園開発のための大規模な干拓かこの時期進行していたことも読み取ることかできる。

鎌倉時代、伊福郷の地頭として来住した松田氏は、南北朝時代には備前守護を務めるまでになるか、

その後は備前守護を兼惜した播磨の赤松氏のもと、守護代として勢威を蛮い、その一族は鹿田荘を侵

略していった。やがて、備前西部を根拠に守護赤松氏や守護代浦上氏と対立し抗争を重ねるが、浦上

氏の磨下にあって勢力を伸ばした宇喜多直家に屈し、永禄11年 (1568) には滅亡へと追い込まれる。

閃ヶ原合戦後、宇喜多氏に替わって入封した小早川秀秋か城内の整備や外堀の掘削などをして城下

• , I 

ぐ

500m 

第 3図調査地位置図 (1/10,000)
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第 1章歴史的・地理的環境

町の造営を続けるか、慶長 7年(1602)秀秋の急死により、池田氏が入封し、岡山藩か成立する。

江戸時代以降、岡山平野南部は大規模な干拓が進められ、海岸線は南へ後退する。岡山城や城下町

の建設などの閲発も急激に進められた。鹿田荘の故地である大供村は、庭瀬往来や四国街道が通しる

岡山城下の出人口として賑わいを見せる一方で、農村としての景観を永く保ち続けた。明治22年 (18

89)、内田• 西古松・東古松• 岡の 4村と合併して鹿田村となり、岡山市に編人された大正10年 (192

1) には岡山医学専門学校・付属医院（現岡山大学医学部・付属病院）が建設されて近隣も都市的開

発が進み、市街地化が次第に進行した。

戦後、この地域は岡山市役所をはじめ市水道局や建設省（現国土交通省）岡山工事事務所などの官

公署か岡かれる一方で、近年は商業地としても新たな展開を見せている。調査の契機となった県立岡

山病院は、昭相21年 (1946) に設置された岡面病院の業務を拡張して昭和26年 (19,51) に開設された

もので、今回の整備事業によってその装いを一新し、医療機関として機能の充実を図っている。

さて、鹿田遺跡の発掘調査は、昭和58年 (1983) に岡山大学医学部付属病院の施設新築・改築に伴っ

て同大学埋蔵文化財調査室（現埋蔵文化財調査研究センター）により着手されて以来、 17次にわたっ

て実施されて来た。その結果、弥生時代に始まる集落の消長が明らかになるとともに、文献でのみ語

られて来た鹿田荘の実態を窺わせる考古資料が豊富に得られることとなった。さらに、平成13年 (20

01)から 4次にわたって岡山県教育委員会によって実施された岡山県立病院の整備事業に伴う調査で

も、平安時代～鎌倉時代にわたる集落の様子か明らかとなっている。また、その周辺においても岡山

県および岡山市教育委員会によって天瀬遺跡や新道遺跡、二日市遺跡、大供本町遺跡などの発掘調査

が実施され、これまて資料に之しかった岡山平野南部の様相が次第に明らかとなりつつある。（河合）

参考文献

『岡山県大百科市典』山陽新聞社 1980

高橋逹郎「地形環境」『岡山県史』自然風土 1983

岡山市地名研究会『岡山市の地名』岡山市 1989

中野栄夫「佃前国鹿FR荘事件」『岡山県史』 古代II 岡山県 1990

古留秀敏•山本悦世ほか「鹿田遺跡 I 」『岡山大学構内遺跡発掘請査報告』 3 岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター 1988

松木武彦•山本悦世ほか「鹿田遺跡 II J『岡山大学構内遺跡発掘調査報告』 4 岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター 1990

松木政彦・山本悦世ほか「鹿田遺跡 3」『岡山大学構内遺跡発掘調査報告』 6岡山大学埋蔵又化財調査研究

センター 1993

松木武彦・山本悦担ほか「鹿田逍趾 4」『岡山人学構内追跡発掘謁杏報古』 11岡山人学坪蔵文化財調杏研究

センター 1997

柳瀬昭彦・杉山一雄ほか「大瀬遺跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 154岡山県教育委員会 2001

革原孝典ほか『新道遺跡』岡山市教育委員会 2002

亀山行雄ほか「鹿田遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 207岡山県教育委員会 2007

神谷I義「鹿田本町遺跡」『岡山市埋蔵文化財年報』 2岡山市教育委員会 2003

神谷正義・柴田英樹「鹿田 (NTTドコモ）遺跡J『岡山巾埋蔵文化財年報』 3岡山巾教育委員会 2004

岡山市教育委員会『大供木町遺跡発掘調査現地説明会資料』 2006
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第 1節 発掘調査に全る経緯と調査・整理の経過

第 2章 調在の経緯と経過

第 1節 発掘調在に至る経緯と調在・整理の経過

県立岡山病院の建て替えについて岡山県教育委員会では、岡山県保健福祉部から計画か報告された

平成11年度に遺跡の内容や範囲を調べるための確認調査を実施することとした。その結果、工事予定

範囲には古代・中世を中心とする逍跡の存在か確認されたため （『岡山県埋蔵文化財報告30』)遺跡の

取り扱いについて関係機関と協議し、やむを得ず工事によって影轡を受ける範囲について本調査を実

施することとした。工事計画のうち第 I・II期整備事業に伴う本調査は平成13・14・16年度に実施し、

その成果については報告書を刊行している （『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告207』)。

本報告書に掲載する第III期整備事菓は、平成16年度に新たに計画案が示された事叢である。事菓案

に示された範囲に建築されている建物については昭和62年に立会調査が行われてお灼遺跡の存在が確

認されていたことから （『岡山県埋蔵文化財報告19』)、遺跡の取り扱いについて関係機開と協議した

結果、遺跡に影響を与える範囲について本調査を実施することとなった。

本調査期間は、既存の建物の撤去が平成17年度末に完了することと、新施設建華のための工事に必

要な期間などから平成18年度 4~6 月に実施することとした。

-------- I-_~~-,:--:::J----••• 

平成13年度調査区

第 4図

平成14年度

調査区
平成16年度調査区

調査区配置國 (1/1,200)
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第 2章調査の経緯と経過
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発掘調査は、平成18年 4・5月に

調査員 3名、 6月に調査員 2名を配

償し全面調査を実施した。調査につ

いては、排土・排水の都合で調査区

を縦長に 2分割して行い、そのうち

東側を 1区、西側を 2区とし、 1区

から順次調査を行った。調査地は、

全域にわたって建物の基礎等による

攪乱を被り、特に北東隅はデイケア

センターの埜礎か深く人り込んでお

り、遺構の残存状況はきわめて不良

であった。しかし、撹乱を被ってい

ない箇所を中心として、韮礎か入っ

ている箇所についても、井戸などの

深い遺構の検出を目的に精査を行っ

た結果、調査区の中央から北にかけ

て、平安～鎌倉時代にわたる井戸・

-149四 土壊• 溝などの遺構を検出すること

-149900 

-=149910 

-149920 

□ 149930 

-149950 

10m 

第 5図検出遺構全体図 (1/400)

ができた。

出土逍物・調査記録の整理作業お

よび報告書作成は、調査終了後の 7

月から10月に調査員 1名を配闘し、

文化財センターにおいて実施し、年

度末に報告書を刊行した。 （河合）

調査日誌抄

平成18年

4月 3日（月） 発掘調査準備間始

4月 4日（火） 1区表土掘削開始

4月 7日（金） 資材搬入、 1区発掘開始

4月13日（木） 測量基準杭打設

5月16日（火） 2区表土掘削開始

5月18日（木） 1区発掘終了、 2区発掘開始

5月22日（月） 測量基準杭打設

5月29日（月） 安全衛牛委員現場巡視

6月 1日（木） 岡山理科大学富岡助教授

現地指導

6月14日（水） 2区発掘終了

6月16日（位） 資材撤収

6月23日（知） 現地作業終了

6月30日（知） 発掘調査終了

7月 3日（月） 報告書作成開始

10月31日（火） 報告書作成終了
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第 2節 発掘調在および報告書作成の体制

本報告書に所収の鹿田遺跡は、平成18年度に全面調査、整理・報告書作成を実施した。次に、その

体制を記す。

平成18年度

岡山県教育委員会

教育長 『]里f;¥i」、卜I宏佳

岡山県教育庁

教育次長 神 田 益 穂

文化財課

課長 高畑知功

参 事 田村啓介

総括副参事（埋蔵文化財班長）

光 永 真 一

小林利晴

金出地敬一

主 任

主 任

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 松本和男

次 長（総務課長） 安西正則

天多 事 岡田 博

副参事 中島謙次

＜総務課＞

総括副参事（総務班長）若林一憲

主 任 小川紀久

＜翡査第三課＞

課 長 平井泰男

（謁査担当）

総括副参事（第一班長）内藤善史

副参事 山磨康平

（謁査担当）

主 事 河合 忍

（調査・報告書担当）

協力者 (50音順敬称略）

伊藤 晃（中近世備前焼研究会会長）、 山本悦世（岡山大学埋蔵文化財センター）

表 1 文化財保護法に基づく提出書類一覧

埋蔵文化財発掘の通知（法第94条）
閏山県又書
ふ号 H付

蚊又 J里集溶籾
第17号 鹿田ぷ趾
Hl8.4.5 

種類及び名称 所（+地

岡山巾鹿卍木町1-16

面桔 (n{) 目的

1,060 県立岡山柄院
茂m期杷備事業

届山者 期間

岡山県知宇 仁J卜止払 Hl8年度上半期

＋な指9」、事珀

免虹訊査

埋蔵文化財発掘の報告 (ii第99条）
文古ふサ

R付
種牝及び名祢 団在地 面桔 (nil I以 1人1 報口者 担当者 期問

岡言調生冶趾
第2002号 底円i世け
甘 18.U

埋蔵文化財発見通知（法第100条）

岡山市鹿田本町3-16 1.061〕 原灯岡山病院 岡山叩古代古備文化財平井示男山閉印平 甘 18.4. 1 -
第TIT間整低亨よセンター所じ 冽合忍 Hl8. 6 .30 

岡山県文書
沿号日付

故 又 l里 土帥器・ it'!店器・陶磁器• 岡山市鹿m+町3-16
祐 1(13号 I製品・ 令属製品・木器・ 鹿田心趾
IllS.6.26~K閂 lH目

物l牛名 出上J也 出上斗月日 発見者 上J也,Ji自者 現保管場所

Ill8. 4. 1-
H 18. 6 .23 

岡山県教育委員会 岡山邸知事 ヒ廿l卜弘 岡山県』代古冊
教育長門野八洲叫 文化財センター
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第 3猷 発掘調査の概要

第 1節 遺跡の概要

逍跡は、県立岡山病院の西半部にあたる。当整備事業以前に病院施設か存在した場所であり、調査

はこの既存の建物を撤去した後、地表下80cmまでの造成土を重機によって除去した後に着手した。

厚さ 70~100cmの造成土の下には、部分的に近世・近代の水田層か確認される。 その水田の床土を

除去した標高1.4m付近で、平安～鎌倉時代の井戸 6犀、士塙 1腿、溝11条などを検出した。 これら

は、撹乱の影響もあってか、調査区北部と中央部に偏って存在するか、巾央部で検出された溝から南

において、柱穴か存在しないことから判断すれば、本来のあり方を示すものと考えられる。

基盤となる砂質士の下層は、標高0.5mあたりからシルトと砂の互層となっている。

これらの

（河合）
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第 6図 遺構全体図 (1/300)• 基本層序 (1/30)
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第 2節 遺構・遣物

第 2節 遺構・遺物

ー 井戸

井戸 1 （第 6~8 図、写頁 l 、図版 2)

調査区の中央西側て検出した井戸て、井戸 3の北 5mに位置する。掘り方の平面形は、長さ 148cm、
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第 3章発掘調査の概要
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0 5cm 一第 8図 井 戸 1出土遺物② (1/3) 写真 1 井戸 1出土粘土塊

幅139cmのほほ円形である。検出面からの深さは96cmを測り、底面の海抜高は29cmを測る。

埋土は大きく上属 (1-6層）と下属 (7属）に大別できる。上層からは、炭・枯土塊や土器か多

く検出されたか、そのうち 2・4層で顕著であった。粘士塊には、大きさか10cmを超えるものか含ま

れ、その中にはナデで面を持つものや土器片か含まれているものもある。

出土遺物のうち、土器類のほとんどか上層出土のものであり、須恵器の瓶 1、近江産の可能性かあ

る緑釉陶器の椀 2 、黒色土器の椀 3~5 、土師器の椀 6~9 、杯10·11 、皿12-18、鍋19~21 がある。

黒色土器は内外面にミガキが認められる。士師器皿で主体を占めるのは、底部調整にヘラ切りもしく

はヘラおこしを行うものである。そのうち、 18は中心近くまてヘラケズリが認められる。土師器鍋19•

21には煤が付着している。出土土器類の組成では、土師器の杯に比べて、皿が多い印象がある。その

ほか、土製品ては土錘C1、鉄製品ては刀子と考えられるものM1、鉄釘M2が認められる。鉄滓は

上層・下層からそれぞれ少量認められ、モモ核については下層から 8個体分が出土した。

時期は、出土逍物から10圃紀末-11世紀前半と考えられる。 （河合）

井戸 2 (第 6・9-11図、巻頭写真 1、図版 2)

調査区の中央西側で検出した井戸で、井戸 3に隣接する。掘り方の平面形は、長さ 222cm、幅198cm

のほぼ円形である。検出面からの深さは123cmを測り、底面の海抜高は14cmを測る。

埋土は大きく上層 (1. 2 層）と下屑 (:3~7 層）に大別できる。上層からは、炭・枯士塊• 士器

か多く検出され、被熱痕跡のある石も確認されたことから、付近で火を使用した行為を屈定できる。

出士遺物のうち、須恵器の長頸瓶22と土師器の鍋56は 1層の底面に脹り付く、または償かれたような

状態で出士した。井戸の底面は円形に一段窪んでおり、曲物の井筒が設置されていた可能性がある。

出土遺物のほとんどが上層出土のものである。士器類ては、須恵器の長頸瓶22、椀23、緑柚陶器の

皿24、黒色土器の椀25-29• 31• 32、瓦器椀30、土師器椀33~43、杯44~46• 48• 49、皿47• 50~55、

鍋56• 57があり、椀が多い。そのうち、 22は口縁部がわずかに上

方に屈曲し、面をもつ。 33は土師器てあるが、焼きが非常によく、

'¥ -
⑬ 

須恵質てある。土師器椀のうち、 34・36・38・39・42・43は灰白

色を呈し、口縁部付近を屈巾させる特徴かある。 56・57は内外面

M4 共にハケ調整を施す。そのほか、鉄製品の鏃M3、釘M4かある。

M3は現存長12.2cmを測り、基部を欠損している。また、鉄滓も

認められる。

時期は、出士遺物から 10世紀末~11世紀前半に比定される。な

M3 
5cm ー― ぉ、上層出土のモモ核（試料 1) と炭化物（試料 2) について、

第 9図 井戸 2出土遺物① (1/3) 放射性炭素年代測定を実施した。付載 2を参照されたい。（河合）
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第11國 井戸 2出土遺物③ (1/4) 

井戸 3 (第 6• 12図、図版 2• 3• 10) 

調査区の中央西側て検出した井戸て、井戸 2に隣接する。掘り方の平面形は、長さ 200cm、幡195cm

のほほ円形である。底部は湧水のため、確認かてきなかったが、底部に裾えられた径47cm、高さ35cm

の曲物Wlから判断すると、検出面からの深さは約148cmてあり、底面の海抜高は-36cmを測る。 Wl

は調査時にかろうじて原形を保っていたか、保存状態は不良で取り上げ時に破損した。樹種はヒノキ

である。埋土は 14屈に分屈され、大きく上層 (1~3 層）と下屠 (4~14雇）に大別できる。

出士逍物には、須恵器椀58、杯59・60、黒色士器椀61、士師器杯62のほか士師器鍋片か認められた。

そのほか、モモ核か 5 点か下層から出土した。時期は、 10刊紀末~11但紀前半に比定される。（河合）

井戸 4 (第 6・13図、図版 3)

調査区の巾央西側で検出した井戸で、井戸 3の南南東 2mに位置する。掘り方の平面形は、長さ20

2cm、幅179cmのほほ円形である。検出面からの深さは127cmを測り、底面の廂抜高は-14cmを測る。
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灰色帖質十
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オリープ黒色粘質十
灰色砂（オリーブ黒色枯質上混）
オリーブ黒色砂
灰色砂

第12図 井 戸 3 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/10) 

埋土は 7屑に分屈され、大きく上層 (1 • 2層） と下層 (3-7層）に大別できる。底面は円形に

一段崖んており、曲物の井筒が設闘されていた可能性がある。

出土遺物には、黒色土器椀63、瓦器椀64、土師器杯65~67、灯明皿68、鍋69かある。 64 は D縁部内

面に段を有する。出土逍物のほとんどか上層出土のものてあるが、 69のみ下層から出土している。

のほか、上層からモモ核 6点か、下層から獣骨片かそれぞれ確認された。

そ

時期は、出土遺物から 10但紀末~11世紀前半に比定される。 （河合）

井戸 5 （第 6・14図、図版 3・9・10)

調査区の中央付近で検出した井戸で、井戸 4の東 3mに位置する。掘り方の平面形は、長さ80cm、

幅76cmのほぼ円形である。底部は湧水のため、確認かできなかったか、底部に裾えられた径42,5cm、

高さ31cmの仙物W2から判断すると、検出面からの深さは約166cmであり、底面の海抜高は-42cmを測

る。埋土は 7層に分層され、大きく上層 (1-4層） と下層 (5・6層）に大別できる。 3層からは
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第13図 井戸 4 (1/30)・出土遺物 (1/4)

炭か多く検出された。 5層は有機物を多く含む層である。

出土遺物には、須恵器椀70、黒色士器椀71・72、土師器皿73・74、鍋69のほか土師器鍋片か認めら

れた。 71は図上復元である。 74は底部外面に指押さえが観察できる。木器では曲物W2・W 3のほか、

人形の可能性があるW4がある。 W2の樹種はヒノキ、 W4の樹種はクスノキ属である。 これらの木

製品は、 モモ核 4点とともに下屈から出土している。 W2とW3が別個体であることから、曲物を重

ねて井戸側として用いていた可能性がある。 そのほか、鉄滓と青銅製品片が埋土中から確認された。

時期は、出土遺物から 10世紀末~11世紀前半に比定される。 なお、

ない、多種類の種実が確認された。詳細は付載 1を参照されたい。

5屈埋土について種実鑑定を行

（河合）

井戸 6 （第 6・15・16図、図版 3・ ~ ・9) 

調査区の中央付近で検出した井戸で、井戸 4の東 3mに位岡する。溝 9・10を切っている。掘り方

の平面形は、長さ 279cm、幅254cmのほぼ円形である。検出面からの深さは136cmを測り、底面の海抜

高ば21cmを測る。埋土は 7 層に分層され、大きく上層 (1~3 層） と下層 (4~13層）に大別でき

る。

た。

3層には焼石とともに多くの遺物か含まれており、 92-94・96・98・99・101-105などか出士し

7層には曲物W5・ 仙物底W6 などか出土したほか、土師器椀82• 83がほぱ完形で出土している。

出士遺物には、須恵器椀75、土師器椀76-86、杯87、皿88-90、瓦器椀91、土師器鍋92-95、竃96、
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第14図 井戸 5 (1/30)・出土遺物 (1/10・1/4)

備前焼皿97、壷98・99、鉢100、亀山焼甕101-104、東播系須恵器甕105、白磁椀106、皿107か認め ら

れた。 さらに、鉄釘M5と鉄滓が上層から出土 した。

時期は、出土遺物から 12世紀末~13世紀初頭に比定される。 （河合）
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第15図 井 戸 6 (1/40)• 出土遺物① (1/4) 
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第 3章発掘調査の概要

2 土壊

土壊 1 (第 6• 17図、図版 4)

調査区の北西部で検出した土壊で、井戸 1の北東7.5mに位置する。掘り方の平面形は、長さ66cm、

¥. l_~=::!,I 
108 

ぃーー ニ
109 

1.4m O 10cm 一三 1 暗渇色粘質土（炭含）

1m 

第17図 土壊 1(1 /30)・出土遺物 (1/4)

3 溝

溝 1 (第 6・18図）

幅60cmのほほ円形てある。検出面からの深

さは26cm、底面の海抜高は98cmを測る。出

土遺物および埋土から、遺構の時期は10担

紀末~11但紀前半に比定される。 （河合）

A B 1.5m 

宣 1 暗褐色枯宵土

0 50cm 一第18函溝 1(1 /30) 

調査区の北西部隅で検出した南北方向の溝で、約 2m東の溝 2 とはほぼ平行し、溝 3~8 とは直交

C D 1.4m 

IP,~ 
0 50cm 一

□一—
110 

111 

~=ー／
113 

~ --~ 
114 

1 賠褐色粘質土（炭含）
2 鈍禎掲色粘質十

（暗掲色枯質上i昆）（炭含）

I I=三
112 

10cm ~; —__ / 

115 

第19図溝2 (1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 2節 遺構・遣物

する。幅は46cmで、検出面からの深さは11cmを測

る。出土遺物は、須恵器・土師器片のほか、獣骨

がわずかに出土している。埋士から、遺構の時期

は10世紀末-11世紀前半に比定したい。

溝 2 （第 6• 19図、巻頭写真 1、図版 4)

調査区の北西部閑て検出した而北方向の溝で、

約 2m東の溝 2 とはほぼ平行し、溝 3~8 とは直

交する。幅は56cmで、検出面からの深さは19cmを

測る。出土逍物には、多く出土した獣骨のほか、

黒色土器椀110·111 、土師器椀112、杯113~115

および須恵器の杯片、士師器の鍋片かある。

獣骨については、富岡直人氏に鑑定を依顆した。

その結果、壮年のウシであり、全ての部位か残っ

ていないことなどから、埋葬ではなく、

付近で解休され廃棄された可能性が高い。骨格の

表面の保存が良好なことから、比較的早い段階で

土砂に埋もれた可能性がある。

た。時期は、出土遺物から 10世紀末~11世紀前半

に比定される。 （河合）

溝 3~8 （第 6·20~23図、巻頭写真 l 、図版 4)

調査区の北辺で検出した遺構で、複数の溝か重

複している。溝の方向は全て東西方向で、やや南

西に振っている。

ヽレ―

（河合）

この地点

などの教示を受け

これは、現地表に残る地割りの

方向と一致しており、注目される。

溝の重複関係から見て、同時併存はなかったも

のと考えられる。位置を少しずつずらしながらも、

同し位置て何度も掘り直したものと判断され、溝

の位憤が現在の用地境付近であることも踏まえる

この溝群は土地を区画する役割を果たしてい

たことが推察される。溝の新古は、断面から判断

すると、古い順から溝 8→溝 7→溝 4→溝 3と溝

6→溝 5→溝 4→溝 3か考えられるか、溝 7• 溝

8と溝 5• 溝 6との新古は明らかではない。埋土

からは、水か常時流れていたような痕跡かみられ

ず、溝を掘り匝す際に、前の溝を意図的に埋めた

可能性か考えられる。
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溝 3が廃絶した後も溝状にたわんでおり
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 (5 • 

6層）、区画の役割は継続していたと考えられる。
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第 3章 発掘調査の概要

出土遺物は それそれの溝とその上層 (5・6層）から確認された。遺構ごとに説明したい。 ただ

掘り分けが十分にできなかったため、し、調査時点で流路の大部分が重複する溝 3と溝 4については、

まとめて報告することとする。

溝 3• 4 からは、土師器椀116-124、皿125、脚台126、鍋127、瓦器椀128• 129、白磁椀130• 131、

亀山焼甕片、砥石S1、土錘C2のほか、 ウシまたはウマの可能性のある獣骨の四肢骨および鉄塊が

出土した。また

は 土師器の椀132

、溝 3から出土した種実を鑑定した結果、トウガンてあることか判明した。溝 5から

高台杯133、東播系須恵器こね鉢片（後辿する 150と同一個体の可能性か高い）、

同甕片、土錘C3、鉄滓か確認された。溝 7からは、土師器の椀134、皿135、東播系須恵器すり鉢136

、白磁椀137、須恵器椀片、亀山焼甕片、土師器鍋片、丹波焼？甕片などのほか、土錘C4、鉄釘片、

鉄滓か認められる。 さらに、イチョウに似た形態をもつ種子も出土しているか、詳細は不明である。

溝 8からは 土師器の椀138と須恵器片か出士している。溝 6からは出士逍物か認められなかった。

溝 3~8 の上屑 (5·6 層）からは、土師器の椀139~143、鍋脚部144、鼈145·146、瓦器椀147·

E 
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灰黄褐色粘質土「溝 3埋土〕
灰黄褐色粘質十 L溝 3埋十〕
黒掲色枯上〔溝 3浬上〕
黒祀色枯土「溝 4埋土〕
灰黄褐色粘十 L溝 4埋十〕
鈍苗褐色枯質上〔溝 5坪上〕
灰黄褐色粘質土「溝 5埋土〕
灰黄褐色粘質十 L溝 5埋十〕

1
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7
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黒渇色粘十
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暗褐色枯筏土「溝 6埋土］
灰美悦色粘質十 l溝 7埋十〕
鈍苗掲色枯質上〔溝 7囲上〕
灰黄掲色枯四土「溝 7埋土〕
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造成十
灰黄掲色枯質上〔造成上？〕
灰色粘質土「近世•江代水田層〕
灰美悦色粘質十
（鉄分多含）〔水FR床上〕

灰黄祀色枯質土
鈍美悦色粘質十

黒褐色枯土＼細炒混）「溝 7埋土〕
灰美悦色粘質十 l溝 8埋十〕
灰黄掲色枯質上〔溝 8囲上〕
黒褐色枯四土（鉄分含）「溝 8埋土〕
黒褐色粘十（名!Ill砂混） l溝 8埋十〕
黒褐色粘質上
（鉄分・マンカン多含）「溝 8埋土〕

灰色粘十 l溝 8埋十〕

第21図 溝 3~8 (1/30) 
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第 2節遺構・遣物

148、備前焼徳利？底部149、東播系須恵器こね鉢150、外面肩部に 3条の沈線を施す不明施釉陶器151、

白磁椀152のほか、緑釉陶器片、東播系須恵器こね鉢片、常滑焼甕片、士錘C5、鉄滓などが認めら

れる。土師器142の内面底部には、重ね焼き痕が認められる。不明施釉陶器151 は、溝 3• 4で出士し

た破片と同一個体である可能性が高い。白磁椀152の高台部は森胎である。

時期は、出土遺物から大きく 13世紀代に比定されるが、溝上層 (5• 6層）には14世紀初頭に下る

ものが含まれている。 （河合）

溝 3・4
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一第22図溝 3-8 出土遺物 (1/4• 1/3) 
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第 3章発掘調査の概要
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0 5cm 一第23図溝 3-8上層 (5・6層）出土遺物 (1/4・1/3)

溝 9 (第 6・24図、写真 2、図版 5)

調査区の中央東側で検出した溝で、溝10とは約1.2mの間隔を空けて平行する。溝の方向は東西方

向で、やや南西に振っている。幅は105cmで、検出面からの深さは39cmを測る。検出した東端部で重

複関係が判明し、改修を行ったものと考えられる。後述するように、出土遺物にも時期幅がみられ、

平行する 3本の溝の中ては、最後まて機能を保っていたものと推測される。出土遺物には、有段輪高

台を有する黒色土器椀153、瓦器154、土師器椀155、皿156、鍋157、墨書が認められる灰柚陶器椀158、

白磁椀159、須恵器片、井戸 2から出土した須恵器長頸瓶22と同一個休の破片、石突の可能性のある

鉄製品M6のほか、ウシまたはウマの可能性のある獣骨の四肢骨が認められる。

時期は、出土逍物から 10世紀末~12世紀と考えておきたい。 （河合）

溝10(第 6・25図、写真 2、図版 5)

調査区の中央東側で検出した溝で、溝 9·11 とは約1.2~1.4m の間隔を空けて平行する。幅は54cm

で、検出面からの深さは20cmを測る。溝底部の標高は、溝 9・11同様、東に行くほど低くなっている

ことから、水は東に向かって流れていたことが明らかである。出土遺物は少なく、わずかに須恵器椀

160、黒色士器片、土師器片などか認められた程度である。

時期は、出土遺物から 10世紀末~11世紀前半に比定される。 （河合）
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10cm 0 5cm 一第24図

゜
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T

ニ
S

ロニ 灰黄褐色帖質十

0 50cm 一第25図

160 

溝 9

溝10(1/30)・出土遺物 (1/4)

(1 /30) ・出土遺物 (1/4• 1/3) 

写真 2 溝 9-11調査風景（西から）

溝11 (第 6• 26図、写真 2、図版 5)

調査区の中央東側て検出した溝て、溝10とは約1.4mの間隔を空けて平行する。幅は34cmて、検出

面からの深さは 18cmを測る。溝 9~11の中ては、最も南に位置し、かつ一番浅い溝てある。平行する

溝のうち、最も深い溝 9か新しい遣物を含んでいることから考えると、溝の深浅は時期差を示してい

る可能性かあるか、出土遺物からは顕著な差を見いだすことかできない。

出土逍物には、須恵器椀161・162、土師器椀163、黒色士器椀164、緑釉陶器椀165・166のほか、土

師器鍋片かある。須恵器椀162は外面底部に糸切り痕か認められ、焼成は不良である。緑釉陶器のう

ち、色調や形態などから椀165は京都産、 166は近江産と考えられる。後者は有段輪高台を有し、井戸

6の上層から出士した緑釉陶器と同一個体である。

時期は、出土遺物から 10世紀末~11世紀前半に比定される。 （河合）
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第 3章発掘調査の概要
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166 -
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163 

第26図溝11 (1/30)・出土遺物 (1/4)

4 遺構に伴わない遺物

遺構に伴わない遺物（第27図）

遺構に伴わない遺物としたものには、包含層や悲盤層出土土器のほか、遺構出土のものであっても、

明らかに時期の異なると判断する遣物も含んでいる。

第27図に図示した遺物は、須恵器14点、黒色土器 4点、土師器11点、備前焼 1点、緑釉陶器 l点、

土製品 2点である。

須恵器では、杯167~172、椀173~175、壺176、甕177~180かある。椀173·174は底部糸切りを施

している。 174は内面底部に重ね焼き痕も認められる。黒色土器では、椀181~184かある。土師器で

は、杯185~189、皿190~192、釜193~195かある。このうち、杯185は丹塗り士師器であり、内外面

に丹塗りを施している。また、杯189は底部ヘラ切り後ナデを、皿190は底部糸切りを、皿191・192は

屁部ヘラ切りをそれぞれ施している。釜193は外面に煤か付着している。備前焼には、壺196がある。

色調は灰色であり、胎士・焼成共に精良である。緑釉陶器には、椀197かあり、色調や胎土などから

京都賄と考えられる。士製品には、土錘C6・C 7がある。共にほほ完形である。 C6が長さ6.7cm、

幅 3cm、孔径 1cm、重さ55.53g、C7が長さ3.9皿、幅0.9叩、孔径0.3cm、重さ3.53gであり、法量に

大きな差が認められる。

ちなみに、以上で示した遺物の中で遺構から出土したものは、 167が井戸 2の下層、 168が溝 5、169

• 173が溝 3~8 上層（第 5• 6 層）、 171 が溝 3• 4、180が井戸 1の上層、 185が井戸 2の下層から

それぞれ出土したものてある。

逍物の時期幅は上限を167・168の8世紀代に求めることかできるか、これは次章で述べるとおり、

遺構の基盤屈（微高地）か形成された時期を知る手かかりとなる。鹿田逍跡（県立岡山病院）では、

8~9 世紀に安定した枯盤層か形成された後、 9 世紀代に集落形成の端緒かみられ、 10世紀以降多く

の遺構・遺物かみられるようになるのであるか、 14刊紀以降、遺構・遺物共に急減する。遺構に伴わ

ない遺物の時期幅もおおむねこの時期幅の中で理解できる。 （河合）
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第 4章 公心印 括

第 4章 総 括

第 1節 鹿田遺跡（県立岡山柄院） の変遷

この遺跡の逍構は、ほほ同一の基盤層である灰黄褐色系の砂質土（本報告では第 6図右第 7層か相

当）上から検出されており、 その標高は約l.3~1.4mである。基盤属内から出土した須恵器から、 こ

の韮盤層（微高地）の形成時期を 8~9 世紀と考えることかできる。それ以前の逍物は、下層から確

認されないため、第 8~10層の形成時期は不明であるか、標高約0.45m の第11層以下で確認された水

性堆積を示すンルトと細砂の交互層は周辺の鹿田遺跡（岡山大学医学部（以下、岡大医と略称））第

6次調査や市水道局の南で岡山市教育委員会か試掘調査を行った地点からもほぱ詞ーの標高で確認さ

れていることから、同時期のものと推察され、安定した微高地が形成される前の様相を示しているも

のと判断される。 その時期は、鹿田遺跡（岡大医）の調査成果から弥生時代後期以前と考えられる。

当遺跡て確認された遺構の中で最も古く位置つけられるのは、第 I• II期整備事業（以下、 I• II 

其りと略称） 3区の掘立柱建物 2で 9世紀に比定されている。また、その周辺から同時期の土師器や須

恵器、緑袖陶器などが確認されていることからも、調査地固辺が 9世紀には居住域として利用されて

いたと考えるが、同時期の遺構・遺物か確認されている鹿田遺跡（岡大医）に比べ、遣構密度が低い

ことから、集落の縁辺部に位筐すると考えられる。

続く 10~11但紀には、遺構か壻加し、柱穴• 井戸• 土墟• 溝などか検出された。掘立柱建物につい

ては、まとめることかできなかったか、柱穴は I・II期 1区から 2区南半を経て、 3区南西に及ぶ範

〇。.・.., • 
... ．，．．．． 

三. '/A<姦云
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―ー ニー'"l ~~ ~. 一'. ニ Rb
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第28図 鹿田遺跡（県立岡山病院）遺構全体図 (1/1,000)
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第 2節 鹿田遺跡（県立岡山病院）の調倉成果の位償づけ

表 2 鹿田遺跡（県立岡山病院）遺構消長表

時期 建物 井戸 土堀 溝 備考

9旦紀 2 ? 1 

10-11世紀 13 2 ， 杜穴群

12世紀 3 3 1 

13~14 世紀 2 3 ， 
（時期不明の遺構は合まない）

囲 (1群）と、 I・11期 3区の北東から III期（本年度）調査区に及ぶ範囲 (2群）に集中しており、

井戸もそれぞれの群に付随して存在している。両群の間は病院の基礎等で撹乱を受けているか、基礎

より深い逍構である井戸もその間から検出されなかったことを考慮すれば、空間地を認めることかで

き、複数の居住単位か想定される。 I・11期 1区の河道出土逍物も多くかこの時期に属する。

12世紀になると、遺構数か著しく減少し、井戸 2 鯖• 土瑞 3 鯖• 溝 1条程度となる。この時期に I• 

11期 l区の河道はほぱ埋没する。 13世紀以降は、遺構密度では12世紀と変わることはないものの、溝

に密度の高い重複関係が認められる点では大きな違いがある。溝の役割については、溝の方向が現地

表に残る地割りの方向と一致し、かつ土地境に位置することから、地割りに開わるものであることを

うかがわせ、現在の土地区画の起源が鎌倉時代に遡る可能性も示している。また、同様のものは、鹿

田遺跡（岡大医）においても検出されており、同時期の現象てあることが注目される。 （河合）

第 2節 鹿田遺跡（県立岡山柄院）の調査成果の位置づけ

鹿田遺跡（県立岡山病院）の調査成果は多岐にわたっている。そのため、注目される成果をまず個

別に概観した後に、周辺の発掘調査成果や文献からの情報を加え、その位置づけを考えてみたい。

食器 本遺跡では10~14担紀にいたる土器· 陶磁器類(=食器）か多く出土しており、古代から中祖

への食器の変化を考える上で重要である。ここでは、時期の判別できる遺構を巾心として、図化でき

た個体を計量してその時期的変遷とその意義を考えたい。計量の成果を集計をしたものか表 3である。

便宜的に 10~11世紀と 12~14世紀に分けて説明したい。

まず、各時期をとおして、椀• 皿・杯などの食膳具における士師器の多さが日立つ。これは、全国

的に見ると瀬戸内中・東部北岸の一般的な様相とされるものと同様である。緑柚陶器や灰柚陶器など

の貴重品が含まれている点ては、遣跡の格の高さが推察される。

食膳具について、 10~11世紀では、黒色土器が目立つ存在てあるが、 11世紀半ばてほぽ姿を消し、

瓦器・土師器に人れ替わると考えられる。中でも、土師器は形態上の類似性に加え、組成比率の増加

からもその可能性か高く、灰白色系の色調（白色化）を呈する「吉備系土師器碗Jの出現との関わり

の面からも注目される。「吉備系土師器碗Jは、これまでの研究で11世紀半ばを前後して出現するこ

とか明らかにされているか、それをさかのぼる11世紀前半の資料にも白色化した土師器椀か定量含ま

れることか明らかになりつつある。当遺跡の資料でも、 I・II期 1区の河道上層やII1期井戸 2に白色

化した土師器碗か定量認められ、「吉備系士師器碗Jの成立を考える上で重要である。当遺跡の資料

は、 D縁部に強いヨコナデを施し、端部か肥厚し外反する傾向か認められる点において、時期的に後

続する鹿田遺跡（岡大医） 1次井戸15などとの共通点が認められることか注目されるであろう。
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表 3 鹿田遺跡（県立岡山病院）出土食器の用途種類別組成表

10~11世紀 12-14世紀

用途 種類 個体数 用途 種類 個体数
食膳具 土師器 83 (60.1%) 食膳具 土師器 57 (77.0%) 

黒色土器 27 (19.6%) 瓦器 5 (6.8%) 
瓦器 3 (2.2%) 伽'甘"I」 4 (.5.4%) 
須恵器 16 (11.6%) 白磁 6 (8.1%) 

緑釉陶器 6 (4.3%) 青磁 1 (1.4%) 
灰釉陶器 1 (0.7%) 
白磁 2 (1.4%) 
小計 138 〔8仏6%〕 小五t 73 [68.2%〕

貯蔵具 須恵器 7 (100%) 貯蔵具 備 則 8 (47.1%) 
亀山 7 (42.1%) 
播麿 2 (11.8%) 

小計 7⑭ .2%〕 小五t 17 [15.9%〕
調四具 播磨 2 (100%) 調I用旦 備 則 1 (25.0%) 

播磨 3 (75.0%) 
小；1 2 [1. 2%] 小~, 4 (3_ 7%〕

煮炊貝 土師器 17 (100%) 煮炊貝 土師器 13 (100%) 
小計 17 (10.2%] 小 吐 13 (12.1%] 

総計 167個体 唸'- 計 107佃体

（個体数は、個体識別法で、時期か明賄な遺構資料から抽出）

12-14世紀には、備前焼が定量確認でき、瓦器碗や白磁碗も増加する。一方、緑釉陶器や黒色士器

が消滅する。瓦器碗は、 11世紀半ば以降に楠葉型が出現し、 12世紀には和泉型へと主流が変化する。

次に壼・甕などの貯蔵具、鉢• すり鉢などの調理具についてみていくと、 10-11世紀においては、

貯蔵具は須恵器のみてある。調理具は11世紀後半に出現する播磨系須恵器のこね鉢てある。 12~14世

紀には貯蔵具・ 調理具ともに国産陶器（播磨・備前・亀山）て占められるが、これも瀬戸内中・東部

北岸の一般的な様相とされ、活発な瀬戸内海連の一端をみることかできる。

埃土 i粒多 ］

'"' 片，．．，一'"'

十おこC,

" 
亡］炭・焼土を含む層

且 軍応色枯十

" '"'  , - r -一,, ": 

I地点井戸ー22
I地点井戸ー21

第29國 鹿田遺跡（岡大医学部）の事例 (1/60) (吉留•山本1988から引用•一部改変）
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第 2節 鹿田遺跡（県立岡山病院）の調倉成果の位償づけ

鍋• 釜等の煮炊具は、各時期を通して土師器であり、鍋か主体である。一般的な瀬戸内中・東部北

岸の組成と比べ、土製煮炊具の比率が多い傾向がみられるのは、鹿田遺跡の特徴である可能性もある。

以上、食器の変遷をみてきた結果、当遺跡においても、 11世紀半ばて様相が大きく変化することが

うかがえた。また、瀬戸内中・東部北岸の一般的な様相と共通する部分が多い点も指摘できる。

井戸 県立岡山病院の調査全体では18韮の井戸が検出された。分布は大きく 2箇所に分かれ、複数の

届住単位を想定した。同様のあり方は、 12• 13世紀代の鹿田遺跡（岡大医）ても確認されている。

今回の調査て目を引いたのは、半数の井戸（井戸 1・2・5)に炭（焼土塊）が確認されたことで

ある。鹿田逍跡（岡大灰）でも、 9世紀-14世紀までの同様の確認例かある（第29図： 11-12但紀例）。

その中で、焼土等と共に頭骨を含む獣骨か確認された事例か数例 (I地点井戸22、 5次井戸 6など）

あり、共伴するモモ核とともに、井戸を埋める際の祭祀に使用されたとする見解もある。当逍跡にお

いても、モモ核や獣骨か共伴する事例か多いことから、現状では同様の文脈で捉えておきたい。

井戸 5下層からは様々な種実か検出された（付載 1参照）。平安時代の環境や食文化を物語る重要

な資料である。分析者は、付近での畑作の存在や、畑作目体の盛行を示唆しているか、多くの種実か

自然に耕作土（埋土）に含まれる考えについては疑問が残る。共伴したモモ核か示すように、少なく

とも食用のものに関しては、意図的に埋納（散布）した可能性も考えておきたい。

区画溝 当遺跡においては、密度の高い重複関係が認められる比較的規模が大きい溝群が検出された

(III 期溝 3~8)。その時期の主｛本は 13世紀後半てある。この溝群は現地表に残る地割りの方向と一致

し、かつ土地境に位置することから、区画に関わるものと推察する。 I• II 期溝 7~9 も同様の機能

を持ったものと考える。また、時期を同じくして鹿田遺跡（岡大医）ても区画溝が大型化することか

指摘されていることから、この時期に当遺跡周辺で区画の再整理か行われた可能性か高い。

しかし、同じ区画溝でも当遺跡と鹿田遺跡（岡大医）とでは、区画の軸の傾きか異なることか注意

第30図 鹿田遺跡周辺地図と地割りの方向 (1/25,000) (大日本帝国陸地測量部発行：大正五年製版）
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される。それは現地表に残る地割りの軸線の方向も同様である（第30図）。鹿田遺跡（岡大医）では、

8世紀末-9世紀にさかのほ‘る掘立柱建物群等の遺構の存在が知られていて、その柚線の方位が周辺

の地割りの方向に合致するものがあることから、この頃にすでに条里制の地割りが形成されていた可

能性が指摘されている。一方、当遺跡では10世紀末-11世紀前半の東西方向の溝 (III期溝 9-11)が

検出されたか、その軸線の方向は13世紀代のIII期溝 3-8と平行し、当遺跡周辺の地割りとも一致す

る。この時期には遺構が培加することから、本格的な土地の開発を行う際に区画整理を実施した可能

性がある。以上から、地割りの方向は開発時期の違いに閃係している可能性が考えられる。

まとめ 以上、食器• 井戸・区画溝に注目してきた。当逍跡と鹿田逍跡（岡大医）とでは、資料の質

的な面において、多くの共通点かあることを確認できた。両遺跡は同一の微高地上にある可能性か高

いことからも、有機的な関連性を有すると推察される。この両逍跡を含む範囲は、「備前国上道郡荒

野庄領地図Jや東大寺文書から推定される鹿田荘の範囲と重なり、遺構・逍物か示す時期的な面でも

重なるため、鹿田荘との深い関係か推測できる。

両遺跡の消長をまとめれば、 8世紀末-9世紀に開発か進んた鹿田追跡（岡大医）において10世紀

後半-11世紀に遺構密度か低くなる際に、当遺跡の遺構密度が高くない、 12世紀に当遺跡において遺

；ヽ
·•可生

丞~~~ふ：

第31函 旭川右岸微地形および遺跡位置図 (1/40,000)
（島崎2005から引用・ 一部改変）
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構密度が低くなる際に、鹿田遺跡

（岡大医）において遺構密度が高く

なることがわかる。 10世紀後半にみ

られる集落の消長は、『本朝世紀』

などに示されている鹿田荘事件 (986

（寛和 2) 年）の煩に当たるため、

この事件と集落の消長か閃係する可

能性か考えられる。 12世紀の集落の

消長や13世紀の周辺区画の再整理に

ついては、定見を持ち得ないが、後

述するように、周辺で急速に進行し

つつあった荘園の開発が関係してい

る可能性を考えておきたい。

鹿田荘がこの地に開かれたのは、

定量出土している緑柚陶器・灰釉陶

器等が示すように、当遺跡か瀬戸内

海と旭川の結節点に位置し、瀬戸内

海航路の重要な交通拠点を抑さえる

ためであったことは想像に難くない。

ただし、旭川右岸を選んたのは、早

くから地形的に安定していたことも

一因であると理解したい。第31図は

微地形と遺跡位置図を示したもので
H〕

ある。現状では標高 2m以下の地点



には平安時代以前の遺跡か確認されてい

ないため、平安時代の当遺跡周辺が潟

り毎）てあった可能性が高いと考える。

周辺に比定される荘園（第32図）は12世

紀末以降の文献に初出するものか多く、

「備前国上道郡荒野庄領地図Jから読み

取れるように、この頃に周辺の干拓（荘

園開発）か進行したと考えられる。

以上のように、当遺跡の調査成果は、

文献から語られることの多かった「鹿田

荘」について、具体的に検討するより多

第 2節 鹿田遺跡（県立岡山病院）の調倉成果の位償づけ

くの材料を提供するものであると評価で 第32図旭川流域の荘園分布推定図（藤井1966から引用）

きる。今後は、実態が明らかになりつつ

ある大供本町遺跡など周辺の調査成果をふまえ、研究を積み重ねていく必要がある。 （河合）
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付載 1 鹿田遺跡における種実同定

株式会社古環境研究所

1 はじめに

植物の種子や果実は比較的性靱なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることかできる。

2 試料

試料は、全て水洗選別済みのもので溝 3・4 (鎌倉時代後半）、井戸 5の下層（平安時代後半）よ

り出土した種実類である。

3 方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって詞定を行う。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

4 結果

(1)分類群

樹木11、草本26の計37分類群か同定された。学名、和名および粒数を表 lに示す。なお、 t要な栽

焙植物てあるイネ、オオムギ、コムギ、ウメ、モモについては各部位の計測値を表 2に示す。また、

イネについては粒幅と粒長の相関図を図 1に、粒形・粒大を表 3に示した。主要な分類群を写真に示

す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記載する。

l樹木J

コナラ属 Quercus 堅果（破片） プナ科

黒褐色で楕円形を呈し、一端につき部か残る。表面は平滑である。この分類群は殻斗欠落し、属レ

ベルの同定までである。

コウゾ Broussonetia kaiznoki X B. papyri] era 種子 クワ科

明黄赤色で広楕円状円形を呈す。光沢はなく、左右の両側面のうち、一側面は稜になり、次第に厚

さをます。この面には幅広い浅い凹みがある。果皮にはいほ状の低い突起が散生し、ざらつく。

ヤマグワ Marus australis Poir. 種子（破片） クワ科

茶褐色て広倒卵形を星し、韮部に突起がある。表面はやや粗い。

ウメ Prunus mume Sieb. et Zucc. 核（半形） バラ科

茶褐色て楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。表面には小孔が散在する。

モモ Prunus persica Batsch 核（完形・半形・破片） 場

黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線か発逹する。表面にはモモ特有の隆起かある。

センダン Melia aこedarach L. var. subtripinnata Miq. 核（破片） センダン科

黒褐色で楕円形を呈し、一端は円孔となる。縦に 5本の発逹した稜か走る。

ブドウ属 Vitis 種子（破片） ブドウ科

茶褐色で卵形を呈し、先端か尖る。腹面には二つの孔かあり、背面には先端か楕円形のへそがある。

サルナシ Actinidia arguta Planch. ex Miq. 種子 マタタビ科

-32-



付載 1 鹿田遺跡における種実同定

賠褐色ないしやや紫色を帯びる茶褐色で、楕円形を呈す。断面は両凸レンズ形、表面には穴か規則

的に分布する。種皮はやや厚く堅い。

マタタビ Actinidia polygama Planch. ex Maxim. 種子 マタタビ科

陪褐色ないしやや紫色を帯びる茶褐色で、楕円形を呈す。断面は両凸レンズ形、表面には穴が規則

的に分布する。種皮はやや厚く堅い。

マタタピ属 Actinidia 種子（破片） マタタビ科

陪褐色ないしやや紫色を帯びる茶褐色て、楕円形を呈す。断面は両凸レンズ形、表面には穴が規則

的に分布する。種皮はやや厚く堅い。

ニワトコ Sambucus sieboldiana Blume ex graedn 種子 スイカズラ科

黄褐色～茶褐色で楕円形を呈す。一端にへそかある。表面には積方向の隆起かある。

〔草本J

イネ Oryza sativa L. 果実（炭化） イネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分かくぱむ。表面には数本の筋か走る。計

測値を別表に示す。

工ノコログサ属 Setaria Beauv. 願 イネ科

穎は茶褐色で楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。

アワ Setaria italica Beauv. 頴・果実（炭化） イネ科

茶褐色て楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。

イヌビエ属 Echinochloa 頴・果実（炭化） イネ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には微細な縦方回の模様かある。

オオムギ Hordeum vulgare L. 果実（炭化） イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端には胚かある。背面には縦に一本の溝かある。

側面の形は曲率か大きく、胚と胚乳との接する輪郭線は山形である。計測値を別表に示す。

コムギ Triticum aestivum. L 果実（炭化） イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈する。腹部の端には胚かある。背面には縦に一本の溝がある。

比較的四角い形を呈し、短い。計測値を別表に示す。

ホタルイ属 Scirpus 果実 カヤツリグサ科

黒褐色て、やや光沢がある。広倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ形てある。表面には横方向の微細

な隆起がある。

スゲ属 Carex 果実 カャッリグサ科

茶褐色て倒卵形、扁平である。果皮は柔らかい。

ヵャッリグサ科 Cyperaseae 果実

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。

黒褐色で倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ形である。

イボクサ Aneilema Keisak Hassk. 種子 ツユクサ科

黒褐色～黒色で楕円形を呈す。腹部に一文字状のへそかあり、側面にく｛まんだ発芽孔かある。

カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子（完形・破片） クワ科
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黒色で円形を呈し、断面形は両凸レンズ状である。側面には心形を呈するへそかある。

タデ属 Polygonum 果実 タデ科

黒褐色て先端がとがる卵形を呈す。表面にはやや光沢があり、断面は三角形である。

黒褐色て先端がとがる広卵形を呈す。表面には網日模様があり、断面は両凸レンズ形である。

アカザ属 Chenopodium 種子 アカザ科

黒色て光沢がある。円形を星し、片面の中央から周縁まで浅い溝がはしる。

ザクロソウ Mollugo pentaphylla L. 種子 ザクロソウ科

黒色でやや光沢かある。円形を呈し、ーヶ所か切れ込み、白い種柄かある。表面には微細な網状斑

紋がある。

ナデシコ科 Caryophy llaceae 困重子

黒色で円形を星し、側面にへそかある。表面全体に突起かある。

ササゲ属 Vigna 子葉（炭化（完形・半形・破片）） マメ科

黒色で楕円形を呈す。へそは縦に細長い。

ササゲ属にはリョクトウ、アズキ、ササゲなどの栽培植物が含まれるか、現時点では識別は困難で

ある。

カタバミ属 Oぷalis 種子 カタバミ科

茶褐色て楕円形を呈し、上端かとがる。両面には横方向に 6~8 本の隆起が走る。

アカネ科 Rubiaceae 種子

偏球形を呈し、背面は広楕円状円形である。中央に円形の穴がある。

エゴマ Perilla frutescens Britton var. japonica Hara 果実 、ンソ科

黒褐色～灰褐色で球形を呈し、下端はわずかに突出する。表面に大きい網目模様かある。径2.2~2.

4mm。径2.2mm以上をエゴマとし、 2.0mm以下をンソ属とした。

イヌホオズキ Solanum nigrum L. 種子 ナス科

黄褐色で扁平楕円形を呈し、一端にくぼんだヘソかある。表面には網目模様かある。

ナス Solanum melongera L. 種子ナス科

黄褐色で扁平楕円形を呈し、一端にくぱんだヘソかある。表面には網目模様かある。

ヒョウタン類 Lagenaria siceraria Standl. 種子 ウリ科

淡褐色て楕円形を呈す。上端にはへそと発芽孔があり、下端ぱ波うつ切形を呈す。表面には縦に 2

本の低い稜か走る。

トウガン Benincasa cerifera 種子（完形・破片） ウリ科

卵倒形を呈し、扁平。周辺部の縁は平行に一段高くなる。

ウリ類 Cucumis melo L. 種子 ウリ科

淡褐色～黄褐色である。楕円形を呈し、一端には 9ハ」字状のへこみかある。

籐下 (1992) による長さ8.1mm以上の大粒種子（モモルティカ型）にあたる。

メナモミ Sieg餃esbeckia pubescens Makino 果実 キク科

黒色で倒卵形を呈し、上端は切形で、下端は細く曲る。表面は粗く、断面はひし形である。

タカサブロウ Eclipta prostrata L. 果実 キク科

黄褐色で長倒卵形を呈し、一端は切形である。中央部にはいほ状の突起がある。
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(2)種実群集の特徴

1)溝 3・4 (鎌倉時代後半）

トウガン11が同定された。

2)井戸 5の下層（平安時代後半）

付載 1 鹿田遺跡における種実同定

コナラ属 5、コウゾ 1、ヤマグワ 1、ウメ 1、モモ31、センダン 2、ブドウ属 3、サルナシ l、マ

タタビ l、マタタビ属 1、ニワトコ 1、イネ23、エノコログサ属31、アワ 2、イヌビエ属23、オオム

ギ56、コムギ 2、ホタルイ属 2、スゲ属 5、カヤツリグサ科69、イボクサ 1、カナムグラ 1056、タデ

属139、アカザ属236、ザクロソウ 1、ナデシコ科30、ササゲ属 4、カタハミ属 2、アカネ科11、エゴ

マ 9、イヌホオズキ54、ナス10、ヒョウタン類 1、ウリ類 1、メナモミ 1、タカサブロウ,5,5か同定さ

れた。

5 考察

溝 3・4 (鎌倉時代後半）からは、 トウガン種子のみか同定された。 トウガンは弥生時代以降西南

日本で検出されるか、あまりまとまっては検出されない。井戸 5の下層（平安時代後半）では、樹木

ではコナラ属、コウゾ、ヤマグワ、ウメ、モモ、センダン、ブドウ属、サルナシ、マタタビ、マタタ

ビ属、ニワトコ、草本てはイネ、エノコログサ属、アワ、イヌビエ属、オオムギ、コムギ、ホタルイ

属、スケ属、カヤツリグサ科、イボクサ、カナムグラ、タデ属、アカザ属、ザクロソウ、ナデシコ科、

ササゲ属、カタバミ属、アカネ科、エゴマ、イヌホオズキ、ナス、ヒョウタン類、トウガン、ウリ類、

メナモミ、タカサブロウが同定された。

樹木ては、ウメ、モモは明らかな栽培植物であり、コウゾ、ヤマグワ、ブドウ属、サルナシ、マタ

タビ、マタタビ属は種実か食用になる有用植物である。コナラ属、センダン、ニワトコでは、センダ

ンが暖地の海岸沿いに、ニワトコは二次林性である。

草本ではイネ以外に、アワ、オオムキ、コムギ、ササゲ属、エゴマ、ナス、ヒョウタン類、トウガ

ン、ウリ類は畑作物であり、エノコログサ属、イヌビエ属、ホタルイ属、スゲ属、カヤツリグサ科、

イボクサ、カナムグラ、タデ属、アカザ属、ザクロソウ、ナデンコ科、カタバミ属、アカネ科、イヌ

ホオズキ、メナモミ、タカサブロウは耕地雑草であり、畑作雑草を中心に水田雑草である。

以上のように、鹿田遺跡出士の種実類は栽培植物あるいは有用植物が多いという特徴がみられる。

とくに井戸 5の下層の種実遺体は人為的影腎の強い群集であり、畑作物と畑作雑草を中心に構成され、

周囲での畑作、強いてはこの時期の畑作の盛行を強く示唆する。イネ（炭化米）は小さなものが多い

が、総して長粒に偏しる。

参考文献

笠原安夫『日本雑草図説』筏賢堂 p.4941985 

南木睦彦「低湿地遺跡の種実」 『月刊考古学ジャーナル』 355ニューサイエンス社 p.18-221992 

吉崎昌ー「古代雑穀の検出」 『月刊考古学ジャーナル』 355ニューサイエンス社 p.2 -14 1992 

金l息正明「自然科学と山世遺跡」『図解• 日本の中世遺跡』東京大学出版会 p.228-229 2001 
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表 1 鹿田遺跡における種実同定結果

分類群

学名
守＇ー＇ 立

口

Arbm・ 

和名

樹木

Quercus コナラ属

Rroussonetia kazinoki X Rrmtssonetia Papyrifera. コウゾ

よvforusaustralis Pair. ヤマグワ

Prunus mume Sieb. et Zucc. ウメ

Prunus persica Batsch モモ

A1elia aこedarachL. v紅. Subtripinnata Miq. センダン

Viti.s ブドウ属

昭臭（破片）

種子

種子（破片）

核（半IIり

咳 （完形）

（半形）

（破片）

l咳 0良片）

柿子（破片）

溝：3・4 井戸 5

5 

l 

1 

1 

7 

10 

14 

2 

3 

1 

1 

1 

Actinidia arguta Planch. ex Miq. サルナソ 種子

Actinidia polygama Planch. ex Maxim. マタタビ 種 f

Actinidia Lindley マタタピ属 挿子（破片）

Sambucus racemosa I」_ subsp_ sieboldiana Hara ニワトコ 核 1 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------・ 

Herb 草本

Oryza .satiua L. イネ

Setaria Beauv エノコログサ属

Setaria itallca Beauv. アワ

Echmochloa Beauv. イヌビエ属

Ilordeum vulgare L オオムギ

Tn加 umae.stivum L コムギ

8cirpu8 ホタルイ属

し7arex スゲ属

Cyperaceae ヵャッリクサ科

Aneilema kei.sak Hassk. イボクサ

Humulus scandens Merr カナムグラ

Polygonum タデ屈

し~henopodium アカザ届

,vfollugo pentaphylla L ザクロソウ

Caryophy llaceae ナテシコ科

Vigna ササゲ属

Oxalis 

Rubiaceae 

Perilla frutescens Britton var. japonica Hara 

Solanum nigrum L. 

8olanum melongena L. 

J,agenaria siceraria Stand! 

Benincasa cerifera 

Cucumis melo L 

Siegeslieckia puliescens Makmo 

Eclipta prnstrnta L. 

果実（炭化・テC:11り

（破片）

頴

果実（炭化）

果実（炭化）

果実（炭化・完形）

（破片）

果実（炭化）

東実

果丈

果実

挿子

種子

（破片）

果実

柾子

種子

種子

［葉（完形）

（半形）

（破片）

カタバミ属 種 f
アカネ科 柿子

エゴマ 果実

イヌホウズキ 種[

ナス 挿子

ヒョウタン類 種子

トウカン 種子（完形）

（破片）

ウリ穎 種子

メナモミ 果実

タカサブロウ 果実 55 

合計 12 1880 

不明柿実片 2 

23 

8 

31 

2 

23 

48 

8 

2 

2 

5 

69 

1 

401 

6.5.5 

139 

236 

1 

30 

2 

1 

1 

2 

11 ， 
54 

10 

3 ， 

Total 

Unknown 

備考
芽（＋）、右(+)

tオ（＋）、東IJ(+)
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付載 1 鹿田遺跡における種実同定

表 2 イネ・オオムギ・コムギ炭化果実、ウメ・モモ核計測値

・イネ ・オオムギ

試料 長さ (mm) 幅(mm)

1 1.1 2 ::l 

2 ::J.8 2 1 

:=¥ ::J.2 1 7 

1 5.1 2 8 

5 1.6 2 2 

6 1.1 2 6 

7 ::J.::J 1 6 

8 5.7 :=¥ 1 ， 5.1 2 8 

10 5.0 2 ::l 

11 1.0 2 5 

12 1.1 2 5 

1::1 1.2 2 6 

11 5.1 2 7 

15 1.:=¥ 2 2 

16 5.:=¥ 2 6 

17 1.1 21 

18 1.:=¥ 1 7 

19 1.1 1 8 

20 ::J.6 1 6 

21 5.0 2 7 

22 ::J..5 1 8 

2::1 5.6 2 5 

半均 4 .. 5 2 ::l 

最大 5.7 :=¥ 1 

最小 ::J.2 1 6 

• コムギ

試料 長さ (mm) 幅(mm)

1 ::J..5 2 8 

2 ::J.6 2 5 

半均 ::J.6 2 7 

試料 長さ (mm) 幅(mm)

1 11 2.7 

2 1 0 2.1 

::l 1 6 2.0 

,j 18 2.5 

5 11 1.8 

6 50 :=u 
7 50 2.6 

8 1 6 2.0 ， 51 2.:'l 

10 5 1 2.6 

11 50 :rn 
12 1 5 2.1 

t=¥ 18 2.6 

11 5 ::l 2.1 

15 11 2.0 

16 1 0 2.1 

17 1 0 2.1 

18 1 5 2.6 

19 1:'l 1.1 

20 1 0 2.1 

21 50 :=u 
22 1 6 2.0 

2:=¥ 50 2.6 

21 55 2.8 

25 4 0 1.5 

26 4 6 2.0 

27 48 2.:'l 

28 56 2.8 

29 56 2.0 

::JO 4 7 2.8 

::11 4 7 2.8 

::12 49 2.5 

;:J;:J 55 2.4 

::14 5 ::l 2.4 

::15 4 ::l 2.9 

::16 4 5 :=u 
::17 4 6 :u 
::18 6 1 2.8 

::19 6 7 :=u 
40 7 1 :=u 
41 6 2 :u 
42 55 2.2 

4:=l 48 :=l.5 

44 4 5 :=u 
45 48 2.5 

46 4 ::l :rn 
47 54 2.0 

48 5 ::l 2.5 

• ウメ

試料 I長さ (mm) 幅(mm) 厚さ (mm)

井戸 5 15 .. 51 11.88 8.16 

・モモ

試料 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ (mm)

21.65 17 72 l:=l.8.5 

2::1.91 18 85 11.17 

25 .. 57 19 09 11.19 

25.:=¥5 17 95 l:=l.70 

21.08 17 71 12.::l1 

29.2::l 1818 11.61 

22 .. 52 16 98 12.50 

2::1.7::J 20 25 

井戸 5 25.10 17 17 

22.17 15 25 

2::1.1::J 15 82 

26.12 20 71 

22.81 15 80 

22.77 11 ::¥2 

22.:=¥1 15 65 

22.66 1181 

21 .. 59 16 92 

均

大

小

半

最

最

9

1

3

 

4

了一
4

2.5 

:u 
1.4 
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幅(mm)

3.5 

3.0 

2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

0.0 
0.0 

粒形

長

粒

" L 
＼ 

短

粒

ヘ
s 

＼ 

円
粒

" R 
＼ 

合計

表 3 イネの粒形とその大きさ

A 五十粒大 戸

極々小 極小 小 中
粒数 ％ 

2.6-3.0 

Ll 
-------------------------------------------------------------------------------------

2.3-2.6 
1 1 8 35 

Lm 
-------------------------------------------------------------

2.0-2.3 

Ls 
0 り 2 1 

： 

1.8-2.0 2 1 4 1 
Sl 

-------------------------------------------------------------

1.6-1.8 
1 5 15 65 

Sm 
-------------------------------------------------------------

1.4-1.6 

Ss 1 
： 

1.2-1.4 

Rl 
-----------------------------------------------

゜゜
--------------

1.0-1.2 

Rm 
： 

粒数 7 ， 6 1 23 i 
------------------------------------------------------------------------------------

-- i 100 ％ 30 40 26 4 

（粒にI粒幅て粒形を表し、粒にX粒幅て粒の大きさを表す）

◆ 

◆ ◆ ~ 
◆ ◆ ◆ ◆ 

~ 
◆ . 

◆ 
◆ ． ◆ 

◆ ◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ ◆ ◆ 
◆ 

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0長さ (mm)

■ イネ ◆半均

図 1 イネ計測値
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付載 1 鹿田遺跡における種実同定

鹿田遺跡の種実 l

1 コナラ屈平果片 2 コウゾ種子 3 ウメ核 4 モモ核

ー 1.0mm 一 0.5mm - 5.0mm 一 5.0mm

5 センダン核 6 サルナシ種子 7 マタタ l::種子 8 ニワトコ核

ー1.0mm 一 0.5mm -0.5mm ―1.0mm 

9 イネ炭化果実 10 イネ炭化果実 11 イネ炭化果実 12 イネ炭化果実

一 1.0mm

13 エノコログサ属頴 14 エノコログサ属頴 15 アワ炭化頴 16 アワ炭化果実―1.0mm -0.iimm 
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鹿田遺跡の種実 II

17 ヒエ炭化頴 18 ヒエ炭化頴 19 ヒエ炭化頴 20 ヒエ炭化頴― 1.0mm 

21 オオムギ炭化果実 22 同ん 23 オオムギ炭化果実 24 同ん

ー 1.0mm

2fi コムギ炭化果実 26 I口J左 27 ホタルイ属果実 謁 スケ属果実―1.0mm 一 O. .Smm ―1.0mm 

29 カヤツリグサ科果実 30 イボクサ種子 31 カナムグラ種子 32 タデ属果実―1.0mm ―1.0mm 一 1.0mm ―1.0mm
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付載 1 鹿田遺跡における種実同定

鹿田遺跡の種実 III

33 アカザ屈種子 34 ザクロ')ウ種子 35 ナデシコ科種子 36 カタバミ屈種子

-0.lmm  一0.1mm -0.5mm  - 0ふmm

37 ササゲ属子葉 38 同ん 39 アカネ科種子 40 エゴマ果実―1.0mm 一 0.5mm — 1.0mm 

41 ナス種［ 42 ナス種 f 43 イヌホウズキ種［ 44 ヒョウタン類種［

一 1.0mm - 0.5mm ー 1.0mm

4.5 トウガン種子 46 ウリ種子 47 メナモミ果実 48 タカサプロウ果実

ー 1.0mm 一1.0mm 一 O. .Smm ―1.0mm 

-41-



付載 2 鹿田遺跡における放射性炭索年代測定

株式会社古環境研究所

試料と方法

試料名 地点 種類 前処理・謁整 測定法

No. 1 井戸 2上層 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄 AMS 
............................................................................................................................................................................................ 

No. 2 井戸 2卜層 炭化物 酸―アルカリ―酸洗浄 AMS 

※AMS (Accelerator Mass Spectrometry)は加速器伍量分析法

2 測定結果

試料名 測定No. 1℃年代1) 釘c'1 補正14c年代Cl

(Beta-) (年BP) (%。）（年BP)

No. 1 220.534 970士40 -24.9 970士40

暦年代（由暦） 11 

交点： cal AD 1030 

1 a : cal AD 1020~1050 

cal AD 1100~1140 

2 a : cal AD 1000~1170 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

No. 2 220.535 1220士40 -26.3 1200士40 交点： cal AD 810, AD 840, AD 860 

1) 14 C年代測定値

l a : cal AD 780~890 

2び： cal AD 710~910 

cal AD 920~960 

試料の14C/12C比から、単純に現在 (AD1950年）から何年前かを註算した値。 14CのT減期は、国際的慣

例により Libbyの5,568年を用いた。

2) o 13 C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)。この値は標準物質 (PDB)の同位

体比からの千分偏差（％。）てよす。

3)補正14C年代値

o 13 C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えて算出した年代。

4)胴年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦）。 calは

calibrationした年代値であることを示す。較止には、年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値、およひサン

ゴのU-Th作代と 14C年代の比較により作成された較止曲線を用いる。今回暦汀代較止に使用したプログラムは、

CALIB5.0.2である。最新のデータベースでは約19,000年BPまでの換算が可能となっている。ただし、 10,000年

BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正14C年代｛直と暦年代校正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1a (68%確率）と 2

a (95%確率）は、補JFJ4C年代値の偏差の輻を較I山線に投影した暦年代の輻を示す。したがって、複数の交

点か表記される場合や、複数の 1a・2 a値か表記される場合もある。暦年代範囲の後のカッコ内の百分率の値

は、その暦年代範囲の確からしさ（確率分布）を示し、 10%未満については省略した。
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遺構一覧大・遺物観察人

遺構一覧表・遺物観察表

表4 井戸一覧表

逍構名称 平血 規模 (cm) 底向栢高 井側
時坦l

化 土

掲載名 凋占名 附態 長さ 鮒 深さ (cm) 水溜 遺 物

井戸 l liu.16井戸 円形 148 139 96 29 lOC木-llC 須恵孟•黒色土盆•土師謡・緑柚陶謡•土江・刀子・釘

井戸 2 tio.14井戸 円形 222 198 123 14 10C末-11c 須忍器•黒色上器•上師器·瓦質上器・緑袖匂器・臥鏃 ·f」

几戸 3 Iio.20)ド戸 円）I; 200 19,i H8 ＿，）り（）^  曲物 1 lUC 末~11c 狙恵器•黒色十器・十師器

井戸 4 liu.21井戸 円形 202 179 127 -14 lOC木-llC 黒色土孟・土師盆・l、L'虹土娼

井戸 5 tio.11井戸 円形 80 76 166 -42 曲物 2? 10C末-11c 須忍器・虫色上招•上什耐器•木招

几戸 6 Iio.lOJド戸 円）I; 279 2かl 136 -21 曲物 1? 12C末 須恵器・十師器·瓦情十器·罰印l ・出山・東播·亡磁•木器・釘

表 5 土壊一覧表

~::~ 底~l~〗ニニ□□□ 迂器黒色十器

十
物

出
浬

表 6 溝一覧表

逍構名称 規模 (rn) 流走
件格 時坦l

化 土

掲載名 凋占名 検出丘 1μ/,', 深さ ｝」向 遠 物

溝 l Nu.19溝 48 0 46 Oll 北ー南 lOC木-llC

溝 2 No.15溝 46 0 .56 0 19 北北両—面南東 lOC末-11c 虫色上囲•上師器

溝 3
Nu. 6溝

13 1 1 U,1 0う6 東北東→匹南西 区画溝 1:3C 
十帥器・瓦貞十器・亡磁・砥仁・十鎚

溝 4 .:; 3 0 42 0 24 東北束＞西南西 区而溝 13C 

溝 5 No 8溝 13 0 0 65 0 52 東北東→叩南西 区画溝 13C 上呻器•上錘

溝 6 No.1:3溝 1 7 U 19 0 31 東北東→匹南西 区囲溝 1:3C 十帥器
、／、再キ r I Nu. 7溝 6 1 1り」 0 59 東北束→西南西 区而溝 13C 土師；；；；；・束播·白磁•土鍾

溝 8 No.12溝 34 0 36 0 86 東北東→国南西 区画溝 13C 

溝 9 No. 5溝 17 3 1リう 0 39 西南西→東北東 区画溝？ lUC 太~12c 里色十器・十師器·仄釉伽器・瓦芦十器・ロ磁•石突

溝 10 Nu. 4溝 16 8 0 5」 0 20 西南西→束北束 区而溝？ lOC木-llC 須恵孟

溝 11 No. 1溝 34 0 3-l 0 18 西向両→束北束 区画溝？ 10C末-11c 須忍器・虫色上器•上師器・緑釉陶器

表 7 土製品観察表

掲戟 出 上
盆種

法呈 (cn1、) 手量
色調 時期 胎土 特徴

番号 逍 構 長さ 幅 孔径 (g) 

C 1 JI戸 1 上錘 2 1 1 1 0:3 2 12 にぷい岳橙色 lOC 太~11c 1 mm以下の砂粕 1 /2残存

C 2 溝 3・4 十錐 1 5 08 0 :, 0 55 にぶい苗褐色 nc  1 mm以卜の砂拉 破片

C 3 ;/I; 5 土錘 4 2 1 1 10 04 陪仄菜色 13C 1 mm以下O_l沙粒 破片

C 4 溝 7 上錘 1 9 2 :3 04 6 92 賠灰贄色 13C 1 mm以下の砂粕 破片

C 5 溝 3~8 上脳 十錘 59 2 9 1 20 04 にぶい苗朽色 nc  1 mm以卜の砂拉 破片

C o 包含層 土錘 6 7 3 1 ,:;5 53 にぶい芯橙色 2 mm以下の沙粒 完形

C 7 己含芭 上錘 39 09 0:3 3 5:3 にぷい渇色 1 mm以下の砂粕 元形

表 8 石製品観察表

掲載
牙エロ

"'万
ヽ:, 1 

出
進

溝 ：1・4

十
構

器種

砥石

法量 (cn1)

~ 孔区上

1.9 

手犀

(g) 
色調

.17.0:3 Iにぶい黄橙色

時期

13C 

材質

流紋芸

特徴

破片

表 9 金属製品観察表

掲載 出 十
器種 材質

法量 (cm)
重畠 (g) 時期 備 考

孟号 遺 褐 長さ 伽 孔径

Ml 井戸 1 刀子 鉄 凡4 08 0 2 1 86 lOC末~11c 破片

M2 井戸 1 釘 紗、 2.6 09 0.5 3 70 lOC木-llC 破片

]¥j :J JI戸 2 線 鉄 12.2 1 8 09 9 58 lOC太~11c 品祁一聞欠｝員

M4  井戸 2 釘 鉄 2.1 05 04 1 79 lOC末~11c 破片

M5 井戸 6 釘 紗、 1.3 1 9 09 3 01 12C木 破片

l¥!G 溝 9 石突？ 鉄 4.0 1 3 1 3 13 30 lOC太~12c 上部一聞欠｝員

表10 木製品観察表

掲載 出 十
種類 木取

法量 (cn1)
時期 備 名

ヂ"' 万ロ 遺 構 長さ 幅 舌回ペこ 厚さ

Wl  几戸 3 曲物 H『 ,19 29 lUC太~11c 図・法旱は現状

VI「2 井戸 5 曲物 板目 42 5 31 lOC太-llC はほ完形

W3  井戸 5 曲物 板甘 35.7 りaり^  0 5 lOC末-llC 破I',

W4  ）卜戸 5 人膨？ lfi. 7 fi 3 C3 lUC太~11c 元JI;

v¥「5 井戸 6 曲物 柾目 15.7 45 06 12C太 破片

W6  井戸 6 曲物底 柾目 13.2 7 9 0 5 12C末 1 /2強残存
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表11 土器観察表

掲載 出十
種別 器柏

法 m(cml 
色 調 胎 十 特 徴

番号 il'! 揺 11径 胴在 底往 硲ロロ回仁

］井戸 1 須恵沿 瓶 CI '" ) (6 I) 灰日色 (10Y7/1) 桔良 頸都～桐品1/2,

］廿戸 1 緑釉陶器 i宛 (1か 暗オリープ色 (7,iY4/:i) 粘良 近i_1、『毎部破/',

3井戸 1 甲色上沿 椀 14 0 (3名） 鈍い茄橙色 (10YH7/:J) 1mm以下の砂柑 1/10 

4廿日 1 里色十器 椀 lう7 (49) 灰黄色 (2,iYii/2) 柘只 1/4 

5升戸 1 •甲色土器 椀 16 :J (4 7) 灰白色 (25Y7 /1) lnnnJ:J、卜の砂札 1/4 

6井戸 1 I師器 椀 12 I〕 (2 2) 灰苗褐色 (IOYR,5/2) Imm以下の炒柑 1/12 

7井戸 1 土帥器 椀 14 2 (:l:l) 鈍い黄怜邑 (!OYR7/4l 1nm砂JI、O)j少t立 1/8 

8井戸 1 上廿而沿 椀 6」 (I 2) 鈍い茄橙色 (10YH7/4) Imm以下の砂柑 喜台部I/8 

り廿戸 l 十師器 椀 fi 8 (1,1) 鈍い災招色 (!OYR7/4l 1mm以卜の砂礼 尚台部1/li

10井戸 1 上廿而器 杯 8 6 (2 .5) 鈍い苗橙色 (10YR7/3) 1mm以下の砂粒 底訴1/4

11 廿日 1 十師盆 杯 8 ;i (3 ll 鈍い苗橙色 (lOYR7/3l 1mm以下の砂粒 底部ヘラ切り後ナデ、底部元彫、煤付出

12井戸 1 土帥器 illl 9 7 (11) 鈍い苗橙色 UOYR7/:3) lnnnY)、|、O)j少f立 11緑部1/7

13井戸 1 I A而沿 皿 8 7 1 0 I 0 鈍い橙色 (7.iYR7/IJ I]らmmJ;)下の砂粒 底訴指押さえ、 3/1

14 :t1戸 1 土帥器 1111 9 7 /i 2 Lo 鈍い苗拾色 (10YR7/4l 2mm以卜の砂礼 瓜出ヘラ切り、口号出1/11、以部ほぼ完形

Li井戸 1 上廿而沿 皿 9 7 7 7 1 7 灰団褐色 (10YR5/2) 0 ,immJ;J下の砂粒 底部ヘラ切りi受指押さえ、ほば完尼

!ii廿日 1 十師器 rm 9 Ii 711 (1 ,1) 鈍い英均色 (!OYR7/'l'〕 柘只 底部ヘラ切り？、 1/7

17升戸 1 士帥器 Jill 8 7 7 2 14 鈍い苗位色 (10YR7/:3) 1mm以卜の砂粒 辰部ヘラ切り、 11緑部1/6、I氏部1/2

18 廿日 1 I師器 rm 9 7 7 I I 8 灰苗1B色 (l0YR5/2) Imm以下の砂粒 底品ヘラおこし、ほほ‘心形

19井戸 1 土帥器 鍋 29 8 (5 9) 鈍い苗怜色 (!OYR7/4l lnnnJ;J I、O)j少4立 n綜部破片、楳付着

20井戸 1 上廿而沿 紺 2,3 2 (6 OJ 鈍い茄褐巳 (10Yn7/2) 2mmじ人下の砂粒 に緑部I/10 

21 廿戸 l +臼|」器 渦 昴 2 (;i 7) 鈍い黄褐色 (!OYR:i/'ll 2mm以卜の砂粒 D苺部破l'r、4某付醤

認井戸 2 項忠器 長頚耽 20 0 (17 .5) I閤I火色 (IYRI/U 2,imm以下の砂粒 11緑革1/6、祠部1/2、溝 5に同ーIJ!I休

23 廿曰＂ 須恵ぷ 椀 (3 ll 祀仄色 (lOYR6/l'〕 1mm以下の町立 D縁迅破J',

24井戸 2 緑釉陶器 illl (11) オリープI火色 (10Y5/2) 精良 京都、 11緑部破片

25井戸 2 里色 I沿 椀 10』 (3 OJ 鈍い英橙色 (10YTT7/3) Immい下の砂粒 I /8 

2G :t1戸 2 里色土器 I宛 14 Ii ro ol 鈍い苗拾色 (10YR7/4l 1mm以 I、(J)砂位 1/4 

27井戸 2 田色上硲 椀 lぅ4 (」-l) 鈍い橙色 (75YR6/4) 1mm以下の砂粒 1 /8 

祁 廿 日 2 黒色十器 椀 1ぅ9 (;111) 鈍いt酎色 (7,iYRli/4) 柘只 D緑出1/lli

29升戸 2 用色土器 椀 1-i 6 (2 1) 灰苗褐色 (10YR6/2) 精良 11緑部1/16

;JI] 廿日 2 瓦器 椀 10, (3 7) 暗灰色 (N3/J 閏艮 l/li、内外面里色

31井戸 2 黒色土器 椀 42 (11) 鈍い苗均色 (!OYR7/3l lnnnJ;J、|、O)j少f立 局台部完彩

泣井戸 2 田色上硲 椀 6」 (』.SJ 鈍い茄橙巳 (10YR7/3) Immじ人下の砂粒 喜合祁1/4

氾 廿 戸 2 +臼11器 椀 11 8 5」 'l 8 灰黄褐色 (!OYR:i/21 1mm以卜の砂粒 頃野芭、 1/2

04升戸 2 上廿而謡 椀 13 6 (3 0) I火1'1色 (25Y8/1J 1mmい下の砂粒 1/9 

;J;i 廿戸 2 十f'而ぷ 椀 lぅ8 (j 3) 戊苗招色 (lOYR8/3'〕 柘長 l/1 

36井戸 2 士帥器 椀 ).i 9 (3 3) I火白色 (10YR7/1) 精良 1/12 

;37井戸 2 I A而器 椀 10 6 (3 I) 鈍い英橙色 (10YTT7/3) Immい下の砂粒 I /16 

:JR JI戸 2 土帥器 I宛 FiJ (:l 7) 灰白色 (!OYR7/1l 1mmじ'11、0)砂粒 1/12 

氾井戸 2 上片而硲 椀 16 8 (3 4) 灰白色 (25Y8/2) 1mm以下の砂粒 1 /8 

411 廿日 2 十師器 椀 1ぅ8 fi 8 a4 鈍い英均色 (!OYR7/4'〕 1mm以下の砂粒 1/4 

41井戸 2 土帥器 椀 6 6 (3 3) 鈍し，＋立色 (25YR6/4) 精良 高台祁完形

12 廿日 2 I師器 椀 68 (I ,5) 灰日色 (25Y8/2) Imm以下の砂粒 忘台品l/3

43井戸 2 土帥器 椀 6 8 (2 2) 灰白色 (!OY8/2) lnnnJ;J、|、O)j少f立 局台部l/2

44井戸 2 上廿而沿 杯 13 4 3 8 鈍い橙色 (7.iYR7/4J Immい下の砂粒 肌;i;<1/4

4;i 廿戸 2 +臼11盆 杯 Li 2 8 8 2 8 祀灰色 (lOYR:i/ll lnnnH卜のi少t立 1/12 

46升戸 2 上廿而器 杯 14 8 8 2 3 8 橙色（ぅYR6/6) 1mm以下の砂粒 1/6、i旦）し完形

17廿戸 2 十f'而器 rm 12'l 10 2 1 9 鈍い並栂色 (lOYR7/'l'〕 1mm以下の砂拉 底部ヘラ切り、 1/6

48升戸 2 土帥器 杯 14 5 84 :39 5 橙色 (.iYR6/6) lmmJ;』|、OJj少¥立 朕部ヘラおこし、 :3/4

19井戸 2 I A而器 杯 13 9 8 7 16 鈍い英橙色 (10YTT6/3) Imm)〗、下の砂粒 底某ヘラ切り、 D号某I/3、底謡公/:3

50 JI戸 2 土帥器 1111 89 7 0 1 8 鈍い苗褐色 (!OYR7/:乙〕 1mmじ'11、0)砂拉 瓜出指押さえ、口傍出1/4、底品完形

51 井戸 2 上片而怜 皿 9 7 74 1 9 鈍し泊H立色 (10YR7/3) 1mm以下の砂粒 1/.5 

12 廿日 2 十師器 佃 lu II fi 9 lli 鈍い科色 (7.iYR7 /4) II foam以下の砂拉 1/4 

,53井戸 2 土帥器 Jill 96 6 7 1 3 鈍い苗位色 (10YR7/:l) 1mm以卜の砂粒 朕某ヘラ切り、 :3/8

51 廿日 2 十f'而ぶ 佃 91 8 3 LS 鈍い橙色 (11JYR6/f〕 1mm以下の砂位 底迅ヘラ切り、 2/3

,55井戸 2 土帥器 Jill 92 7 8 14 鈍い苗朽色 ,10YR7/4) lnnnJ;J、|、Olj少f立 底部ヘラ切り、 n緑部1/3、I氏部1/2

56井戸 2 上廿而希 鍋 ;39 7 (、296) 鈍い苗橙色(、IOYR7/3) 2mmい下の砂的 Di'ふ第I/2、祠部3/4、L閉付名

,11廿戸 2 +臼11席 蝸 12 2 (g 11) 褐灰色 llOYR-l/ll 4nnn£ よ卜の『et立 n禄迅1/4

58升戸 3 須忠紛 椀 14 0 (1 7) 灰白色 (25Y7 /1) 1mm以下の砂杓 u緑部蔽片

19 廿曰 3 須恵器 杯 g 6 (11) 灰色 OOY.1/1) 1mm以下の砂I立 底部1/lU

60井戸 3 れ患器 杯 10 0 (1 2) 忍灰色 (!OYR」/1) lmmJ;』|、O)q少f立 底部1/10

61 井戸 3 里色 I希 椀 ¥.i I] (2 7) 鈍い苗橙色 (IOYTT7/l) lmmI、人下のI州 D柑言Giil¥片

似 JI戸 3 土帥器 杯 14 0 (』9) 灰苗喝色 (!OYR-l/:乙〕 1mm以 I、0)砂拉 n袴迅破片

63井戸 4 田色上缶 椀 ,., 9 (』6) 鈍し泊t橙色 (10YR7/3) 情良 に緑部1/16 

叫 廿 戸 4 瓦器 椀 Li II (1 2) 陪灰色 (N'l/) 信長 D号出破I',、内外而黒色

65井戸 4 J_廿而器 i小 13 4 (3 2) 鈍い苗＋立色 (10YR7/3) 情良 11緑部破片

66 廿曰 4 十f'而ぶ 杯 7 6 (l 9) 鈍い苗橙色 (11JYR7/3'〕 1mm以下の砂け 底,:Gl/6

67井戸 4 土帥器 杯 8 0 (2 2) 鈍い朽色,7 5YR{j/4) lnnnJ;)、|、Olj少t立 底部ヘラ切り、底部1/8

68井戸 4 上H而沿 灯明皿 10 0 rI 勺c, I 8 灰日色(、25Y7 /1) 椿良 1/1、J某｛寸柘

li9 廿戸 4 +臼11布 蝸 oil II (08) 灰黄褐色 llOYR-l/21 2mmじ）、卜の『el立 n殺迅1/8、J某付着
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掲載 出十
種別 器柏

法 m(cml 
色 調 胎 十 特 徴

番号 il'! 揺 11径 胴在 底往 硲ロロ回仁

70井戸 5 須恵沿 椀 Iii (3 OJ 灰色 (SY?/1) 桔良 D縁都破片、山ね院き痕

71 廿戸 5 用色土器 i宛 Li 11 5」 fil 鈍い拾色 (WR70) 粘良 1/4 

72井戸 5 用色上沿 椀 16 2 (」4) 鈍い橙色 (75YR6/4) 情良 1/16 

7?, 廿曰 5 十師器 rm 82 1 9 鈍い英招色 (!OYR7/4l 柘只 l/1 

74升戸 5 土帥器 illl 10 4 2 5 鈍い苗橙色 (10YR6/4) 精良 朕部指押さえ、 1/2

7,i井戸 5 須恵器 椀 12 I〕 (3 3) 灰色 (SY6/IJ Imm以下の炒柑 D縁～胴祁1/9

7ら井戸り 土帥器 椀 1:i 2 (:l 4) 灰白色 (.5Y8/1) 2 5nnn£』I、O)j少i立 『綜部1/6、柑部1/4

77井戸り 上廿而沿 椀 13 2 (3 7) 灰白色 (10YH8/2) Imm以下の砂柑 に緑～閲部I/9 

78 廿戸 6 十師器 椀 14 2 岱 ,1) 灰白色 (2,iY8/l) 2五mmPJI、の砂拉 D緑部1/4

79井戸り 上廿而器 椀 14 4 (3 7) I火白色 (25Y8/1J 1,imm0下の砂粒 11緑革1/16、胴部1/8

船廿曰 6 十師盆 椀 11.i 3 3 灰日色 (lOYR8/ll 1mm以下の砂粒 D縁迅1/8

81井戸り 土帥器 椀 16 4 3 5 灰白色し!OYRS/2) 15nnnvJ I、O)j少t立 11緑部1/12

8』井戸 G I A而沿 椀 H3 ,5 6 I 7 灰白色 (2.iY8/1) 2mm以下の砂仲 D役訴I/13、転部以下九叩、中ね焼き只

8'l :t1戸り 土帥器 I宛 14'l 5」 fj 0 灰白色 (2,iY7/ll 沿lllll以 I、(J)砂拉 ほほ完膨

84井戸り 上廿而沿 椀 5 Q (1 9) 灰白色 (25Y8/1J 沿nmレ），下の砂粒 高台部完尼

伽廿曰 6 十師器 椀 "7 (1 fi) 灰白色 (W8/ll 1mm以下の砂拉 局台出完形、口ね焼き痕

86升戸 6 士帥器 椀 6」 (1 2) 灰白色 (25Y8/1J 2 ,Jllllll以卜の砂拉 高台部1/4

87廿曰 5 I師器 杯 Ill〕 9 I (2 7) 鈍い苗橙色 (l0YR7/3) 2,imm以下の炒粒 D縁ふl/3

88井戸り 土帥器 illl 84 7 7 1 0 灰白色 (25Y8/1) lnnnJ;J I、O)j少4立 1/5 

89井戸 b 上廿而沿 皿 82 (] 7) 鈍い茄橙巳 (10YR7/3) 精良 底部指抑さえ、 U緑部2/:3

!JO 廿戸り 十帥器 1111 7 9 fifi l,1 鈍い黄袷色 (!OYR7/'ll II五mm以卜の砂拉 瓜部ヘラおこし、ほほ完廿ク

91井戸り 止器 椀 16 0 (1 9) I火色 (N4/) 情良 11緑革1/8

92 廿曰 {i 十f'而ぷ 氾 29 ,i (11 Jl 仄苗1B色 (lOYRci/2'〕 1mm以下の町立 D縁迅3/8、煤付出

93井戸り 土帥器 鍋 31 8 (5 7) I火白色 (25Y8/1J 1mmじ)、|、OJj少¥立 11緑～桐部1/9

91 井戸 6 I A而沿 氾 2,3 0 (7 9) 鈍い英褐色 (10YTT7/2) Immい下の砂粒 D縁訴1/.5、J某付ィ，・1

Rfi :t1戸り 土帥器 蝸 ol 4 (7 7) I火苗褐色 (!OYR/i/幻 1mm以 I、(J)砂位 n緑部!/Ii、県1-J着

96井戸 b 上片而沿 "屯- (7 1) 鈍し＇褐色 (75YR6/'.J) 2mm以下の砂粒 u緑部破片

!)7廿曰 6 /mi前焼 rm 8 ,i fi 7 1 9 灰白色 (2,iY7/ll hum以下の砂粒 広出糸切、 D録出1/li、屯ね焼き痕

98升戸り 加F 月、l,」中a ' し， 壺 1.s 9 13 2 13 4 灰色 (NG/) l,imm以卜の砂拉 胴部:3/4

99 廿曰 6 備前焼 古 (6 ,5) 灰色 (N6/J 2,imm以下の炒粒 胴品戦片

100 井戸り (1紐印」焼 鉢 240 (3 5) 灰色 (N6/l) l 511n11vJ I、O)j少t立 n告部1/10

101 井戸 b 吊山焼 l!. 19 6 (7 4) 仄白色 (2.iY7/1) ふnmじ人下の砂粒 u縁～桐部1/;3

1!12 廿戸り 圭巾焼 翌 22五 (;i 8) 灰色 (Nli,s/) 沿lllll以卜の砂粒 D箱部1/li

103 升戸り 亀山位 l'E (5 6) I火色 (N5/) 沿nm以下の砂粒 胴部破片

101 廿曰 {i 亀111焼 lit (8 3) 仄色 (NVl 1 fonm以下の砂拉 胴部破J',

105 井戸り 俎応器 翌 (12 1) 鈍い苗橙色 (10YR7/4) 2mmじ)、|、OJj少¥立 束播系、桐部破片

106 井戸 6 白感 椀 10 6 (3ふ） 仄日色 (.¥Y7/2) 桔良 D役第i,J)片

107 JI戸り 口磁 1111 5」 (1 0) 灰白色 (5Y凡/1) ｝虹良 昼台出マ胎、削IH昼台、 I氏出1/4

108 上J屎1 須忠硲 N、 9 6 (0 8) 灰色 (75Y,i/1) 1mm以下の砂粒 底部破片

1!19 十描 l 黒色十器 椀 7 II (1 Ill 鈍い英褐色 (lOYRci/'l'〕 1mm以下の砂粒 局台出破/',

110 溝 2 m色土器 椀 1-i 0 (2 .5) 鈍い苗位色 (10YR6/:3) 1mm以卜の砂粒 1 1岳ふ名じ1/16

Ill 溝 2 里色 I器 椀 13 0 (2 OJ 鈍い橙色 (75YR6/IJ 15mm以下の砂粒 D柑品l/11

112 沿 2 土帥器 椀 6 0 (1 0) 鈍い苗杓色 (!OYR7/3l o 5mmvJ I、0)砂斗立 局台部1/4

113 溝 2 上廿而沿 杯 14 2 6 .s 3 0 鈍い英褐巳 (10YTT7/2) 0 5mmい下の砂粒 I /7 

114 舟 2 +臼11盆 杯 !ii II 8」 CJ II 鈍い拾色 (7,iYR7 /o) II fonmP)、卜のi少t立 n翁部1/111、1ふ部1/五

115 溝 2 上廿而器 杯 16 3 10」 3 8 鈍い苗位色 (10YR7/3) 精良 1/8、煤付苔

llli 清 o・4 十f'而器 椀 111 (;11) 汲並栂色 (lOYR8/'l'〕 可omm以下の砂1立 1/1 

117 溝 3・1 土帥器 椀 11 4 (3 1) I火白色 (10YR8/2) lmmJ;』|、OJj少¥立 1/3 

118 溝 3・4 I A而器 椀 12 0 (』7) 灰日色 (10YTT8/2) Imm)〗、下の砂粒 1/1 

11り 況3・4 土帥器 I宛 11 G (』5) 灰白色 (25Y8/21 祐良 1/8 

120 溝 3・4 上片而怜 椀 5 9 (』.SJ 曳貸位色 (10YR8/3) 2mm以下の砂粒 高合部3/4

121 府 o・4 十師器 椀 fill (2 1l 灰白色 (!OYR8/t〕 1mm以下の砂粒 両台出1/4

122 溝 :J.1 土帥器 椀 5 2 (1 2) I火白色 (10YR8/2) 1mmじ）、卜の砂粒 高台部1/4

123 溝 3・4 十f'而盆 椀 5 IJ (l ll 灰日色 (11JYR8/t〕 Imm以下の砂位 団合迅1/2

124 沿 3・4 土帥器 椀 34 (1 2) 灰白色し25Y8/21 lnnnJ;J、|、O)j少f立 高台部l/2

12,S 溝 3・4 上廿而瑶 皿 ,J ,、 .J- ,5 I 11 鈍い橙色 (7.iYR7/4J 椿良 底某ヘラ切り？、 1/4

12ii 舟 3・4 +臼|」器 脚台 付1 rool 鈍い苗褐色 (10YR7/2l lnnn£ よ卜の『et立 台迅完膨

127 溝 :J.1 上廿而甜 鍋 2,8 4 (2 6) 鈍い苗福色 (10YR6/:J) 1mm以下の砂杓 u緑部殴片

123 清 o・4 瓦器 椀 (1 ,1) 灰色 (NJ/) I胃只 D母出囮J',

129 溝 3・1 且器 椀 」4 (1 2) I火白色 (25Y7 /1) 精良 高台部破片

[;JI] 溝 3・4 臼I芭 椀 17 ,J (2 6) 灰日色（うY7/IJ 精良 D柑言Gi,1¥片

訊1沖 3・4 白磁 I宛 17 0 (1 :l) 灰白色 (oY7/1) 柏良 『付部破片

1:3』 溝 5 上片而怜 椀 10 9 」4 3 ,s 仄白色 (10YR8/2) 1mm以下の砂杓 U縁部1/6、底部3/4

l:i'l 府り 十師器 尚台杯 杓3 fill 2 2 梧色 I五YR7/fil 1 "1lllll以下の砂拉 底出ヘラ切り、 1/2

134 溝 7 J_廿而器 椀 15 3 (2 3) i火白色 (10YR8/1) 情良 11緑部破片

L35 溝了 十f'而点 佃 90 6 7 j 3 灰苗色 (25Y6/2l I打艮 1/8 

136 沿 7 孔也器 すり鉢 認ら (」4) 灰色 lN6/) lnnnJ;J、|、Olj少f立 如岱系、 n緑部1/J/j

J;37 溝了 臼愚 椀 jij 1 (I .SJ 灰日色(、25Y8/2) 精良 D柑第般片

l:i8 舟｛ +臼11布 l宛 (1 8) 灰白色 1111YR8/2l lnnn£ よ卜の『et立 『西迅破I',
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掲載 出十
種別 器柏

法 m(cml 
色 調 胎 十 特 徴

番号 il'! 揺 11径 胴在 底往 硲ロロ回仁

139 清3-g上梧 上師沿 椀 12 0 ,s 0 3 6 灰日色 (10YR8/2) 2mm以下の砂仲 D縁都1/8、底第冗形

14ll 由 -g上屈 土帥器 i宛 11) 4 42 'lfi 灰白色 (lllYRR/21 1mm以卜の砂杜 n緑出l/2、I氏ポ完形

141 溝J-gI居 上師硲 椀 48 （』」） 灰白色 (10YH8/2) 1mm以下の砂柑 高台部1/ヽ

142 府:1-A上ば 十師器 椀 fi 1 (2 Ol 灰白色 (!OYR8/2l 1mm以下の砂粒 閲合出1/1、□ね焼き痕

143 溝:J-8I悟 土帥器 椀 4J (1 3) 灰白色 (10YR8/2) lnnnJ:J、卜の砂札 高台部1/2

[,[j 詞3-3上居 I師器 氾脚祁 (9 8) 鈍い苗橙色 (10YR7/3) l,imm以下の炒粒 脚祁破片

145 府l-3上屈 土帥器 空 (5 1) 灰苗掲邑 (75YR4/2) 1nnn£ よI、Ol¥少h立 『森出破片、楳付着

146 清J-gI倍 上廿而沿 』屯-- (11 7) 鈍い橙色 (SYH6/」） 3mm以下の砂柑 に緑部破片、煤付右

147 詞:1-A上悩 瓦器 椀 Li 6 ('l7) 灰色 (N,V) 枯艮 D緑部破l'r

148 嘉：l-Bl倍 几器 椀 ).i 6 (1 9) .'P捉色 (10YR3/1) 1mm以下の砂粒 11緑訴1/12

119 嘉3-8上は 備前焼 徳利？ 1 IJ (1 Ol 鈍い赤褐色 (25YR5/3l l,imm以下の炒拉 底而糸切り、底而1/3

150 叫3-8退 姐店器 こね鉢 28 2 (46) 灰白色し25Y7 /1) 0 5nnnv) I、O)j少t立 束播糸、 11緑部破片

I.SJ 清3-g上梧 小明陶沿 令 (I OJ 茄仄色 (2.iY6/1) 精良 口都販片、外面施釉

LS2 出 -g上屈 白磁 i宛 19 !i ('l 1) 灰オリープ色 (.Wii/2) 粘良 尚台部7』合、 1/12

1-53 溝り 甲色上沿 椀 6」 (』QJ 灰団褐色 (10YR6/2) 1mm以下の砂柑 自段輸高台、高台部1/4

LS4 府り 瓦器 椀 (1 9) 褐灰色 (!OYR4/ll 柘只 D緑出破J'r

155 溝り 士帥器 椀 171 (4 2) 鈍 \•J易色 (75YR6/3) lnnnJ:J、卜の砂杜 1/12 

1.56 溝り I師器 rm 81 11 8 13 灰日色 (10YR8/2) Imm以下の炒柑 1/1 

1-57 滑り 土帥器 鍋 :17 0 (8 :l) 鈍＼，褐邑 (75YRG/:l) 1nm砂JI、O)j少t立 1/10、煤付着

158 溝り 仄柚陶沿 椀 (I .SJ 灰白色 (2.iY7/1) 精良 字吉、 U緑部破片

LS9 府 q 白磁 愧 17 2 (18) 灰白色 (-SYけ/1) 柘艮 D緑部1/l!i

160 溝10 須忠器 椀 (2 6) I火白色 (N7/) 精良 11緑訴破片

161 洲11 須恵沿 椀 16 U (2 7) 灰色 (W6/ll 1mm以下の砂粒 1/8 

162 溝11 仇也器 椀 ii 0 (11) 灰白色し25Y8/1J lnnnY)、|、O)j少f立 賦部糸切り、賦部1/4、焼成不良

163 溝11 黒色 I沿 椀 lうO (,5 1) 鈍い橙色 (7.iYR7/2,J Imm以下の砂作 1/8 

Hi4 滞11 土帥器 I宛 Li'l /i 7 fj ,1 鈍い共拾色 (10YR7/'ll 1mm以卜の砂杜 『特出1/8、商台部4/S

16,i 溝11 緑柚陶沿 椀 (1』) 肪オリーブ仄色 (25GY7 /1) 情良 京都、い緑部敬片

llili 府11 鉗柚陶器 椀 fi ;i (1 fi) 灰オリープ色 (7,iY,i/2) 枯只 近iT、打段恰閲台、底出1/4

167 包合居 れ忠器 林 111 (1 .5) 灰色 (N.5/) 1mmじ）、卜の砂杜 朕部1/2

168 包含国 須恵器 杯 11 0 (I 2) 灰色 (N6/J Imm以下の炒柑 底祁1/6

169 包合居 唄忠器 杯 8」 (1 9) 灰邑 (N6/) !mm£ 人1、O)j少t立 朕部1/6

170 包合居 須恵沿 杯 8 9 (] 7) 灰色 (7.iY6/1) Imm以下の砂付 底部I/8 

171 包合1苔 頃患器 杯 7 fi (111) 灰色 (N,V) 1~ 艮 瓜部1/4

172 包合居 須忠器 杯 13 2 8 6 2 7 I火色 (75Y6/1J 精良 11緑革破片

173 包含l苫 須恵沿 椀 6 2 (1 8) 灰日色 (N7/l 2mm以下の砂粒 底迅1/1

174 包合居 俎応器 椀 りがりa (1 5) 灰色 (.SYG/1) 精良 辰部糸切り、辰部1/4、璽ね焼き恨

17ふ 包含居 須恵沿 椀 H (2 1) 灰日色 (7.iY7/1) Imm以下の砂作 底訴1/.5

17/i 包合居 頃恵器 立~~ 10 2 ra ol 灰色 (7,iY,i/1) 柘良 I瓜j祁1/4

177 己合居 須患沿 l!. (5 4) 灰色 (NS/) 1mm以下の砂柑 胴郡破片

178 包念l苫 須恵器 蚕 (;i 7) 灰色 (Nfi/l 1mm以下の砂粒 j[;J廿け使l'r

179 包合居 川忠器 笠 (」2) 灰色 (N.5/) 精良 羽部破片

180 包念l苗 須恵器 ll£ (6 7) 灰色 (N6/J 精艮 胴品破片

181 包合居 黒色土器 椀 ).i 8 (3 8) 鈍い苗灼巴 (lOYRii/41 lnnnY)、|、O)j少f立 n斜部破片

182 包合居 兜色上沿 椀 78 (] 4) 灰白色 (2.iY8/2) 精良 喜台部1/』

18'l 包合居 里色十器 椀 711 (l Ii) 灰黄掲色 (!OYR4/2l 1mm以卜の砂礼 尚台部1/4

184 凶合居 虫色上器 椀 6」 (14) 鈍し，i葛色 (75YR6/迂） 1mmい下の砂粒 高台第1/2

18,i 包含l苗 十師沿 杯 13 1 (1 9) 招色（聟R6/6) 1mm以下の町立 D縁迅破J',、内外面赤彩

186 包合陪 士帥器 杯 8 0 (2 4) 鈍＼，橙色 (5YR6/」） 2mmじ)、|、OJj少¥立 向台部1/7

187 包含西 I A而器 杯 11 6 8 0 18 鈍い橙色 (7.iYR7/3) Imm)〗、下の砂粒 I /6 

188 包合居 土帥器 杯 Li 0 10 2 'l 0 鈍い苗拾色 (10YR7/'ll 柘良 1/8 

189 凶合居 上片而沿 林 ,:; 0 78 』0 灰白色 (10YR8/2) 1mm以下の砂粒 底部ヘラ切り役ナテ、い緑部1/10、底部1/4

l!lll 包含Ir-, 十師器 rm 9 II 7 2 11 灰白色 (!OYR8/t〕 1mm以下の砂粒 広而糸切り、 1/1

191 包合居 土帥器 Jill 8 ,i 6 7 1 3 鈍い苗位色 (10YR7/4) 精良 辰祁ヘラ切り、 1/2

192 包念l笞 I師器 rm 82 6 6 I ,5 鈍い橙色 (75YR7/IJ Imm以下の砂粒 広品ヘラ切り、 D柑品l/8、底品1/2

193 包合居 土帥器 釜 24 2 UO) 灰苗k易色 (!OYR5/2l 2111111J;J、|、O)j少f立 『告部破片、楳付着

194 包合居 上廿而沿 釜 』23 (,S』) 鈍い橙巳 (7.iYR7/;3J Immい下の砂粒 D冷承祁1/.5

l!J;i 包合1苔 +臼|」器 釜 2月II (fill 鈍い黄衿色 (lOYRfi/'ll hum以卜の砂粒 D箱部1/8

196 凶合居 呵~ 月‘ l’」~れC ' し， 壺 13 6 UU  I火色 (N4/) 精良 u緑部1/8
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図版 1

／ 

1区全景（南西から）

2 2区全景（南から）



図版 2

1 井戸 1土層断面（南から） 2 井戸 1 (北から）

3 井戸 2検出状況（東から） 4 井戸 2土層断面（東から）

5 井戸 2上層遺物出土状況（東から） 6 井戸 2発掘調査風景（南東から）

7 井戸 2 (西から） 8 井戸 3井筒検出状況（東から）



図版 3

1 井戸 3 (東から） 2 井戸 3出土井筒

3 井戸 4 (東から） 4 井戸 5 (東から）

5 井戸 5木製品出土状況（東から） 6 井戸 5井筒検出状況（東から）

7 井戸 6上層遺物出土状況（東から） 8 井戸 6下層遺物出土状況（南東から）



図版4

1 井戸 6下層遺物出土状況（南東から） 2 井戸 6 (東から）

..,J 

3 土壊 1 (南から） 4 溝 2発掘調査風景（南から）

5 溝 2獣骨出土状況（東から） 6 溝 3~3 発掘調査風景（東から）

7 溝 3~8 土層断面（東から） 8 溝 3~8 (西から）



図版 5

1 溝 9-11 (西から）

2 溝 9~11発掘調査風景（西から） 3 溝 9土層断面（西から）

4 溝10(西から） 5 溝11 (西から）



図版 6
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図版 7
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出土土器 2



図版 8
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出土土器 3



図版 9
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出土木製品 2
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